
- 1 - 
 

 

 

 

 

 

  

 

  

目 次  

第 152 回総会・講演会 

概要報告                           ‥‥1 

 分科会報告 

太陽地球惑星系科学シミュレーション分科会 

活動報告                       ‥‥35 総会報告                           ‥‥2 

会長挨拶 山本衛                   ‥‥3 地磁気・古地磁気・岩石磁気夏の学校 2022 

開催報告                       ‥‥36 会計報告                            ‥‥4 

第 31 期第 7回運営委員会議事録        ‥‥5  地球型惑星圏環境分科会活動報告   ‥‥36 

第 31 期第 8回運営委員会議事録       ‥‥13 第 32 期役員選挙オンライン投票について 

‥‥37 第 31 期第 4回評議員会報告           ‥‥16 

学会賞決定のお知らせ                ‥‥17 長谷川・永田賞推薦の募集           ‥‥37 

第 152 回講演会学生発表賞（オーロラメダル） 

報告                              ‥‥17 

特別セッション「室内実験・惑星・天体プラズ

マの普遍性と多様性」の開催報告   ‥‥37 

大林奨励賞審査報告                  ‥‥18 秋学会プレスリリース報告           ‥‥38 

SGEPSS 論文賞審査報告                  ‥‥23 秋学会アウトリーチイベント報告     ‥‥38 

大林奨励賞を受賞して 

中村紗都子・臼井嘉哉・ 

安藤紘基・青木翔平                ‥‥24 

第 30 回衛星設計コンテスト最終審査会報告                 

                                   ‥‥43 

学会賞・国際交流事業関係年間スケジュール 

                                   ‥‥44 SGEPSS 論文賞を受賞して 相澤広記    ‥‥30  

国際学術交流若手派遣報告            ‥‥31 SGEPSS カレンダー                   ‥‥44 

ISEA-16 開催報告                     ‥‥32 会計関係資料 

2021 年度決算・2023 年度予算      ‥‥45 第 14 回宇宙空間シミュレーション国際学校 

開催報告                          ‥‥33 賛助会員リスト                     ‥‥47 

  

第 152 回総会・講演会 概要報告 

第 152 回地球電磁気・地球惑星圏学会総会・講

演会を 11 月 4日～7日に相模原市立産業会館、け

やき会館及びオンラインで、一般公開イベントを

11 月 3 日に相模原市立産業会館で開催しました。

2019年度末からの新型コロナウィルス感染症拡大

の影響で、2020 年、2021 年度とオンライン開催が

続いていましたが、今回 3 年ぶりの現地開催とな

りました。大会実行委員長を中村正人会員に務め

ていただき、一般公開イベントは宇宙航空研究開

発機構宇宙科学研究所と相模原市教育委員会の後

援をいただき開催しました。 

講演会について、発表論文数は 353 件（うち招

待講演 2件、口頭 225件、ポスター128件）、参加

者は 456 名（うち一般会員 235 名、学生会員 167

名、非会員 54名（招待 2名含む））でした。口頭

発表は、相模原市立産業会館において 4 会場のパ

ラレル・セッションで開催され、特別セッション

を除く様々な分野の講演を全てオンラインでも参
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加することができるようにし、初のハイブリッド

開催ともなりました。。ポスター発表は、けやき

会館・大樹の間を会場として開催されました。学

生会員の発表に対しては学生発表賞の審査が行わ

れ、35 名の審査員による厳正な検討の結果、7 名

の受賞が決まりました。セッション・コンビーナ

からの推薦に基づき選定した 3 編の論文について

プレスリリースを 10 月 24 日に発出し、新聞やテ

レビ報道等数件の記事となりました。 

講演会 3 日目の午後には、今村剛会員（東京大

学大学院新領域創成科学研究科）による特別講演

「他の惑星の大気に学ぶということ」が行われま

した。引き続き、田中舘賞受賞講演として、田口

真会員（立教大学）による「惑星大気の光学観測」、

天野孝伸会員（東京大学）による「無衝突衝撃波

における高エネルギー電子加速の研究」の講演が

行われました。その後、16時 30 分から総会が開催

されました（本号の総会報告をご参照ください）。

総会終了後、懇親会がけやき会館・大樹の間で、

こちらもマスク会食の形式ながら、3 年ぶりの現

地開催となり、大林奨励賞、SGEPSS 論文賞の各受

賞者によるスピーチなど、久しぶりの対面での宴

が大いに盛り上がりました。 

11月 3日の一般公開イベントは「体験型☆地球・

宇宙マスターを目指せ!」には、271名もの来場が

ありました（本号の秋学会アウトリーチイベント

報告をご参照ください）。相模原大会の成功にご

尽力いただいた LOC の皆様、一般公開イベントに

ご尽力いただいた皆様に深く御礼を申し上げます。 

（第 31 期運営委員・総務・津川卓也） 

第 152 回総会報告 

第 152 回総会を 11 月 6 日 16時 30 分から 18時

40分まで相模原市立産業会館及びオンラインで開

催しました。国内に在住する正会員及び学生会員

685 名のうち、当日総会に出席した会員は 137 名

（現地 91名、オンライン 46名）、委任状を提出

した会員は 193名（うちウェブ提出 185通、メー

ル提出 8通）で、計 330名（定足数 229 名）の出

席があり、総会は成立しました。 

山本衛会長による開会の辞の後、議長として横

山竜宏運営委員が指名され、山本会長による挨拶

（＊本号に別途記事有り、以下同様）がありまし

た。 

続いて大林奨励賞の授与に進み、第 71号が中村

紗都子会員、第 72号が臼井嘉哉会員、第 73号が

安藤紘基会員、第 74号が青木翔平会員にそれぞれ

授与され、馬場聖至大林奨励賞推薦委員会委員長

により同賞の審査報告がなされました（＊）。続

いて SGEPSS 論文賞が"Electrical conductive 

fluid-rich zones and their influence on the 

earthquake initiation, growth, and arrest 

processes: observations from the 2016 

Kumamoto earthquake sequence, Kyushu Island, 

Japan" Earth, Planets and Space, 73, 12, 2021

の著者（ Koki Aizawa, Shinichi Takakura, 

Hisafumi Asaue, Katsuaki Koike, Ryokei 

Yoshimura, Ken’ichi Yamazaki, Shintaro 

Komatsu, Mitsuru Utsugi, Hiroyuki Inoue, 

Kaori Tsukamoto, Makoto Uyeshima, Takao 

Koyama, Wataru Kanda, Tohru Yoshinaga, Nobuo 

Matsushima, Kazunari Uchida, Yuko Tsukashima, 

Takeshi Matsushima, Hiroshi Ichihara, Dan 

Muramatsu, Yoshiko Teguri, Azusa Shito, 

Satoshi Matsumoto and Hiroshi Shimizuの各氏）

に授与されました。坂野井健 SGEPSS 論文賞選考委

員会委員長の代理で山本衛会長より同賞の審査報

告がなされました。 

諸報告に移り、津川卓也運営委員（総務担当）よ

り前回総会以降に開催された第 31 期第 7回・第 8

回運営委員会の報告（＊）が、臼井洋一運営委員

（雑誌担当）から決算報告をはじめとする EPS 誌

関連の報告がなされました。続いて日本学術会議

/地球惑星科学委員会（中村卓司会員）、JpGU関連

（高橋幸弘会員）、宇宙天気関連国際会議（石井

守会員）、SCOSTEP-STPP小委員会（塩川和夫副会

長）、URSI小委員会（小嶋浩嗣会員）、WDS 小委

員会（家森俊彦会員）についてそれぞれ報告があ

りました。 

議事では 2021 年度事業報告及び決算、2021 年

度会計監査、2023 年度事業計画及び予算案が提示

され、いずれも賛成多数で承認されました。続い

てその他として、津川運営委員から選挙のオンラ

イン化および日本学術会議「未来の学術振興構想」

について説明がありました。また、2023 年度秋学

会について、笠羽康正会員から総会・講演会を2023

年 9 月 23 日～27 日の日程で東北大学を LOC とし

て開催することについて説明がありました。 



- 3 - 
 

最後に、大村善治評議員により大会 LOC への謝

辞があり、横山議長による閉会の辞をもって終了

しました。 

 

152 回総会議事次第 

１．開会の辞 

２．議長指名 

３．会長挨拶 

４．大林奨励賞授与 

５．大林奨励賞審査報告 

６．SGEPSS 論文賞授与 

７．SGEPSS 論文賞審査報告 

８．諸報告 

９．議事 

１０．その他 

１１．閉会の辞 

（第 31 期運営委員・総務・津川卓也） 

会長挨拶 

山本衛 

第 152 回地球電磁気・地球惑星圏学会の総会に

あたり、一言ご挨拶をいたします。今回は、3年ぶ

りの現地開催となり、ここ相模原市に多くの会員

が集いました。また遠隔参加とのハイブリッド形

式となっております。お世話いただいております

JAXA 宇宙科学研究所の方々に感謝します。今回の

秋学会について、皆様の印象はいかがでしょうか。

活発な議論が行われることを期待しております。 

まず、会員の皆様には、悲しいお知らせがござ

います。京都大学名誉教授である住友則彦元会員

におかれましては、9月 20 日にご逝去なされまし

た。住友元会員は、本学会の第 12 期から 3期にわ

たり運営委員をお務めいただくとともに、CA 分科

会の活動にご尽力されました。2016 年にご高齢を

理由として退会なされていますが、ここに謹んで

お知らせいたします。心よりご冥福をお祈り申し

上げます。 

次に、会員の受賞状況について報告させていた

だきます。大村善治会員が、アメリカ地球物理連

合（AGU）のフェローに選出されました。調べまし

たところ、今年は 54名の研究者が AGU フェローに

選出されましたが、うち日本からは 2 名だけであ

り、そのおひとりが大村会員です。おめでとうご

ざいます。次に、市來雅啓会員と上嶋誠会員が、

日本火山学会論文賞を受賞されました。星博幸会

員が、日本地質学会論文賞を受賞されました。栗

田怜会員が、東北大学理学部物理系同窓会 泉萩

会から泉萩会奨励賞を受賞されました。西村幸敏

会員が、米国 AGUから Excellence in Refereeing 

in Geophysical Research Letters and Journal 

of Space Physicsを受賞されました。皆様、おめ

でとうございます。 

続いて学会外の動きです。日本学術会議では、

第 25 期の会員任用の問題に端を発して、学術会議

の在り方の見直しについて議論が進められていま

す。10 月 24 日の日本学術会議会長の記者会見か

ら、現在は政府方針の公表を待っている段階だそ

うですが、政府側のとりまとめがかなり遅れてい

ます。12 月には一連の動きがあるように伝えられ

ています。次に、いわゆる軍事研究の問題につい

てです。学術会議から 2017 年に、防衛装備庁の研

究制度に懸念を示す趣旨の声明が出されておりま

す。しかし今年 7 月の新聞報道（読売新聞

3 年ぶりとなった対面での総会終了後の記念撮影 
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2022/7/22）によると、日本学術会議会長から科学

技術大臣あての書簡で、軍事研究とそれ以外につ

いて「単純に二分することは困難」と示されたと

報道されました。これはデュアルユース研究の容

認につながる意見ですが、学術会議からの公表は、

まだ無いようです。マスタープラン後継の大型研

究プログラム「未来の学術振興構想」ですが、現

在は 12 月 16 日締切りで公募中です。本総会の中

で、学術会議会員である中村卓司会員からご説明

いただきます。本学会に関連する研究計画や、そ

れらへのエンドーズの必要等について情報収集を

進めます。 

続いて日本地球惑星科学連合（JpGU）について

です。今年 5月に、高橋幸弘会員が JpGUの代表理

事（会長）に就任されました。おめでとうござい

ます。本総会で、高橋会員から JpGUの動きなどを

ご説明いただきます。今は、来年の JpGU 大会の

セッション提案が締め切られた直後ですが、今回

も本学会関連の多くのセッションが提案されてい

ます。 

国際卓越研究大学（大学ファンド）については、

報道も出始めていますが、12 月から 3月に公募が

行われます。来年度の 1 年間をかけて選出と準備

がすすめられ、2024 年度から支援が始まります。

大学ファンドを得た大学については、研究環境が

大きく変化していくでしょう。一方で、私見です

が、それ以外の大学を対象とする別の支援策が出

てくる可能性があります。この辺の動きを注意し

ていただきたく存じます。 

学会内の動きをいくつかお伝えします。今期の

運営委員会では、本学会の将来構想文書「地球電

磁気学・地球惑星圏科学の現状と将来」の改訂を

進めています。10 月下旬に原稿を会員の皆様にお

見せしたところで、いまコメントを求めています。

次に、12 月から 1月にかけて、来期の副学会長等

の選挙を行いますが、これを電子化することにし

ました。本学会 web ページの大幅な更新が懸案と

なっておりましたが、現在は最終盤の作業が行わ

れています。今年度中に新しい web ページに模様

替えいたします。若手の国際会議への渡航援助や

国際会議への援助については、それぞれ再開し始

めております。9 月に本学会が援助した国際会議

が国内で実施され、外国からも相当数の実参加が

ありました。続いて、毎年の秋学会で行われてい

る学生発表賞についてです。本学会では、秋学会

に参加する大学院生諸君を学生会員と位置付けて

います。学生発表賞は、本学会に参加を始めた最

も若い会員の研究モチベーションを上げるうえで

重要な役割を果たしています。一方で、その運営

は事務局および審査委員を会員各位に担っていた

だいております。学生発表賞の運営と審査を担当

されている、またこれまでご協力いただいた会員

各位に深く感謝を申し上げます。学生会員の皆さ

んは、賞を獲得できるように頑張って下さい。最

後にアウトリーチイベントについてです。今回は

11 月 3 日にこの会場で開催されました。参加者を

最大 400 名に限って事前サインアップが行われま

したが、1時間で予約がすべて埋まったと聞き、驚

きました。後援していただいた、JAXA 宇宙科学研

究所と相模原市教育委員会に感謝します。イベン

トは盛況に行われました。アウトリーチにかかわ

る会員の皆さん、ありがとうございました。 

最後になりますが、私の学会長としての 2 年間

はあと半年となりました。学会の活動を支えてく

れた運営委員各位に感謝しています。この 2 年間

を簡単にまとめると、新型コロナ感染症の問題か

らの回復期に当たり、秋学会の現地開催が再開で

き、若手の海外渡航援助も少しずつ再開していま

す。将来構想文書のとりまとめも、まだ作業中で

すができました。この文書をまとめておくことは、

我々の成長の意思を示す意味で、重要性がござい

ます。一方で、学会の現在の意思や方針も重要で

す。運営委員から、それはセッション構成に現れ

るという意見がありました。今回の秋学会では

「データシステム科学」をレギュラーセッション

としました。本学会と JpGU総会のセッション構成

について、保守的に流れるのではなく、そのとき

どきの学術の流れを捉えて行ってほしいと考えま

す。その他ですが、名誉会員の指名を進めること

ができました。総会のあいさつでは、学会外の状

況、たとえば日本学術会議などの動きをお伝えす

るようにしてきました。一方で、懸案である学会

員の減少に対する対策は、伸展させることができ

ませんでした。あと半年間を着実に務めていきた

いと思います。以上であいさつとさせていただき

ます。 

 会計報告 

第 152 回総会において 2021 年度本会計・特別会

計決算、及び 2023 年度本会計予算案が承認されま
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したことを決算書、予算書とともにここにご報告

いたします。 

2021 年度決算について 

2021 年度決算についての会計監査会を 2022 年

7 月 28 日にオンライン形式にて開催し、会計監査

委員大塚雄一会員、馬場聖至会員による監査を受

けました。2021 年度会計処理が適正に行われてい

る旨、第 152 回総会においてご報告を頂いていま

す。2021 年度の本会計は、年度収支として約 158

万円の黒字となりました。収入は、第 150 回総会・

講演会がオンライン開催になったことによる減少

がありましたが、昨年度と同様に未納分の会費支

払いが多数あり、収入見込み額を約 7 万円下回る

程度に抑えられました。支出は、コロナ禍のため

旅費などが減少したほか、第 150 回総会・講演会

の開催費用、アウトリーチ費用も抑えられ、約 288

万円の大幅な減少となりました。 

本会計の収入としての会費の納入率は、平成 28

年度以降、横ばいを維持しています。金額ベース

の単年度納入率は、全会員種別の平均で 90.4%（前

年度 86.5%)、過年度分の納入金額を含めると全会

員種別の平均で 99.5%（前年度 101%）となります。 

2023 年度予算について 

2023 年度予算は、2021 年度の決算をベースに過

去 3 年間の傾向をふまえて作成いたしました。収

入としては、会費収入が約 632 万円、大会開催費

が 106万円として総額約 738万円を見込んでいま

す。一方支出としては、コロナ禍の影響がない状

況を想定し、秋学会の開催費を昨年度と同様に125

万円、アウトリーチ活動費を 50万円、2020 年度に

移行した新秋学会予稿投稿システムおよびオンラ

イン参加登録システムを引き続き利用するための

経費 130 万円などを計上しています。なお現在、

コロナ禍のため運営委員会をオンラインで行って

いますが、スムーズに開催できています。このた

め、今後の運営委員会もオンラインで開催するこ

とを想定し、旅費を削減しています。これらを総

合し、支出として総額約 834 万円を計上していま

す。 

（第 31 期運営委員・会計・浅村和史、横山竜宏） 

第 31 期第 7 回運営委員会議事録 

日時：2022 年 9月 8日（木）13:00-17:45 

Zoomオンライン 

出席者(総数 18名、定足数 11名)： 山本衛 (会

長), 塩川和夫 (副会長), 浅村和史, 阿部修司, 

今村剛, 臼井洋一, 海老原祐輔, 大矢浩代, 笠

羽康正, 坂中伸也, 佐藤光輝 , 高橋太, 津川

卓也, 三好由純, 山本裕二, 山谷祐介, 行松彰, 

横山竜宏 

 

議事： 

 

00.  前回議事録の確認（第 31 期第 6回運営委員

会） 

 

01. 協賛・共催関係（庶務） 

● 協賛: メール審議にて承認済 

� 第 40 回レーザセンシングシンポジウム 

✧ 開催日時：2022 年 9月 1-2 日 

� 2022 年 URSI 日本電波科学会議 (URSI-

JRSM 2022) 

✧ 開催日時：2022 年 9月 1-2 日 

● 後援: メール審議にて承認済 

� Asia-Pacific Regional IAU Meeting 

2023 (APRIM 2023) 

✧ 開催日時：2023 年 8 月 7-11 日 

 

02. 入退会審査（庶務） 

★ 審議事項：定例 9月度分、秋学会に伴う学生会

員の入会・継続分 → 承認 

★ 審議事項：生年月日と性別に関する収集情報

の変更      

● 生年月日については「日」は任意、性別につい

ては新たな選択肢を増やす。PAC 社の会員管

理システム(MMB)での登録等項目を下記のよ

うにする。 

� 「生年月日のうち「日」について」という

項目を新設、「正確な日付で回答してい

る」「任意の日付で回答している」の二択

で選択。 

� 「性別」の項目について、「男性」「女性」

「その他」「回答しない」の四択で選択。 

→ 承認 

★ 審議事項：「入退会案内」ページへの、個人情

報収集に関する文言の追加 

● 「記入頂く情報は、本人確認、会員資格の確

認、各種事業（賞・交流事業の年齢要件のある

もの等）のため、学会事業にのみ使用するこ

とを目的とします。」と追記する。 
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→ 承認 

★ 審議事項：紙ベースの入会申込書の様式更新

（日本語版・英語版） 

● 生年月日と性別に関する収集情報の変更に対

応するため、関連箇所を更新する。 

● 「紹介正会員 2 名」の箇所について、英語版

では “Names of two SGEPSS members who 

endose my enrollment.”と更新する。 

→ 承認 

 

03. 会計（会計）  

● 報告事項 

� 2021 年度決算報告。秋学会を完全オンラ

インで開催した等の事由により、年度収

支として 1,582,100 円の黒字となった。 

� 7 月 28 日に Zoom オンラインで会計監査

を実施。監査委員は大塚雄一会員と馬場

聖至会員。大きな指摘事項は無し。 

� 2022 年度予算の執行状況と 2023 年度予

算の編成。 

 

04. 助成関係（助成） 

★ 審議事項：若手派遣 1件の審査 

● １件を審議し採択した。 

● 報告事項 

� 2019 年度に国際学術研究集会補助を採

択した、ISSS14（宇宙空間シミュレーショ

ン国際学校）（申請代表者：神⼾⼤・⾅井

会員）が今年度開催されるが、開催形態

が⼤きく変更となったこと、完全オンラ

インとなったため学⽣滞在費の補助は⾏
わない予定となったこと等から、本補助

を辞退したい旨連絡を受けた。 

� 2022 年度第3回国際学術交流 若⼿派遣・

外国⼈招聘について、9 月中旬に募集開

始、10 月中旬に募集〆切、次回運営委員

会で審査というスケジュールで動く予定。 

 

05. 各種賞関係（総務） 

● 報告事項 

� 日本学術振興会育志賞受賞候補者の推薦

書を提出した。 

� 令和 5 年度科学技術分野文部科学大臣表

彰について、推薦書類を提出した。 

� 東レ科学技術研究助成について、2 件の

応募があり、学会から推薦することとし

た。 

� 東レ科学技術賞候補者について、推薦書

類を準備中。 

� 第 43 回猿橋賞候補者について、会員から

の応募を募集中。 

� 長谷川永田賞  

✧ 締切までに応募は無かった。内規に

従って選考委員会を設置して選考す

る。 

� 学会特別表彰の状況について。 

 

06. 秋学会関係 

06-1. 秋学会関係（秋学会、新投稿システム TF、

オンライン開催 TF） 

● 報告事項 

� 2022 秋学会の準備状況 

✧ 基本方針 

● 現地にて開催（神奈川県相模原

市 相模原市立産業会館および

けやき会館） 

● 口頭発表は、ハイブリッド形式

対応。ただし、特別セッション

S001 については現地開催のみ。 

● ポスター発表は、現地会場での

発表のみ。 

● ハイブリッド講演を録画。会期

終了後に本会会員と講演会参加

登録者に対し期間限定公開。 

● 会期前の COVID-19 拡大状況に

よっては、オンラインへ移行す

る可能性あり。 

✧ 投稿状況 

● 7/4 正午から 8/2 正午の期間に

受付。計 357件。 

✧ コマ割り 

● 8/12 に全会員と非会員参加者

（sgepss_fm_all）に周知。 

✧ プログラム編成 

● 8/12-22 に各セッションで編成

作業。8/23-26をセッション間で

の確認期間。8/29にコンビーナ

へ編成確定の連絡。 

✧ 大会中の会合 
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● 8/30-9/15 の期間で、分科会、コ

ンビーナ、運営委員へ照会中。 

● 9/16から sgepss_fm_allにて空

きコマを一般募集。 

✧ 展示ブース 

● 賛助会員の Harris Geospatial

株式会社から申込みあり。 

✧ プログラム冊子関連 

● 例年同様、PDF版を作成しウェブ

にて公開。 

✧ 共催・後援等 

● 総会・講演会は、後援に「宇宙航

空研究開発機構 宇宙科学研究

所」 

● 一般公開イベントは、後援に「宇

宙航空研究開発機構 宇宙科学

研究所、相模原市教育委員会」 

✧ 参加費等 

● 参加登録システム： 9月に準備、

10 月 3 日-11 月 14 日に実利用

で準備中。 

● 決済すると「領収書」および「参

加確認・証明書」を取得できる。

窓口で提示してもらうことで確

認とする 

● 会場受付での現金やり取りなし。 

● 懇親会窓口、運営委員窓口（兼会

費窓口）は現金やり取り（の予

定）。 

● 学生発表賞のカンパ箱を受付に

設置。 

✧ 特別講演会・田中舘賞受賞講演会 

● 11 月 6 日（日）13:45-16:10（45

分/人） 

● 講演者 3名：今村剛会員（特別）、

田口真会員（田中舘賞 180号）、

天野孝伸会員（田中舘賞 181号） 

✧ 総会 

● 11 月 6 日（日）16:30-19:00 に

てハイブリッド実施 

✧ 懇親会 

● 現状では開催の方向。マスク会

食。 

✧ 保育室関連 

● 相模原市立総合学習センター 1

階 保育室 (学会会場から徒歩 5

分以内)。 

● 8 月 25 日-9月 22 日 17：00で申

込受付中。 

✧ 今後のスケジュール 

● 9/9（金）頃：暫定版プログラム

WEB公開、参加登録システム利用

開始(契約 2ヶ月) 

● 10/03（月）：参加登録開始 (参

加登録システム利用) 

● 10/05（水）：会場キャンセル期

限(30 日前) 

● 10/27（木）：会場キャンセル期

限(7 日前) 

● 11/3（木・祝）-11/7（月）：秋

学会@相模原 

● 11/14（月）：参加登録終了 

� 2023 年秋学会について 

✧ LOC：東北大学（大会委員長：笠羽康

正会員） 

✧ 会場：東北大学・青葉山北キャンパ

ス（理学研究科） 

✧ 日程：Outreach: 9/23（土）、総会・

講演会：9/24（日）-27（水） 

 

06-2. 秋学会関係（学生発表賞） 

● 報告事項 

� 31 期学生発表賞事務局（敬称略） 

✧ 第一分野：南拓人（神戸大学）、加藤

千恵（九州大学） 

✧ 第二分野：佐川英夫（京都産業大学）、

穂積裕太（情報通信研究機構）、高橋

透（電子航法研究所） 

✧ 第三分野：寺本万里子（九州工業大

学）、松田昇也（宇宙航空研究開発機

構）、原田裕己（京都大学）、栗田怜

（京都大学） 

� 秋学会に向けた準備 

✧ 事務局会合を実施した。 

✧ 口頭はハイブリッド、ポスターは現

地のみということで、審査をご検討

いただいている。また、分野ごとの

審査委員を担っていただく会員をあ

げていただいている。 
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★ 審議事項：R011 データ科学セッション常設に

伴う内規改訂について 

● 改定案 

� 審査分野は原則セッションで分け、以下

の 3 分野とする。ただし、データシステ

ム科学については投稿内容に応じて、事

務局で別途審査分野を分ける。各分野か

ら 15-20名に 1名の比率で選考する。 

✧ 第Ⅰ分野 地球内部電磁気など 

✧ 第Ⅱ分野 大気圏、熱圏・電離圏、惑

星圏など 

✧ 第Ⅲ分野 宇宙天気・磁気圏、太陽圏、

宇宙プラズマ理論、シミュレーショ

ンなど 

● 主な質疑応答等 

� 一件あたりの審査員は、現在どうなって

いるか。 

✧ 分野により異なるが、複数人として

いる。 

� これまでの特別セッションや、今年の R11

データ科学セッションでの取り扱いは。 

✧ 特別セッションは、いずれかの分野

に分けている。 

✧ 今年の R11 データ科学セッションへ

の学生の投稿はなかった。 

→原案通りに内規を改訂する。 

 

07. アウトリーチ活動（アウトリーチ） 

● 報告事項（詳細は資料 7参照） 

� 秋学会アウトリーチイベント 

✧ 初日 11 月 3 日(木･祝)11:00-16:00 

に相模原市立産業会館での開催に向

け、アウトリーチ部会の主導で、LOC 

宇宙研担当、秋学会担当と密に連携

し、鋭意準備中。 

✧ 例年の現地開催形式で、コロナ対応・

⼈数制限の必要性等から、完全事前

予約制で実施。 

✧ タイトル：「体験型☆地球・宇宙マス

ターを目指せ!」 

✧ 開催内容： 

● ☆ はかせと実験 

� 実験A「ピンポン玉で小さな

惑星儀球を作ろう！」 

� 実験 B「手作りラジオで電波

星を探そう」 

� 実験 C「生まれた日*の地球

儀を折り紙で作ろう(*2000 

年から今年まで)」 

● ☆おしえて☆はかせ（展示・質問

コーナー） 

� 惑星探査はかせ、 火星はか

せ、 宇宙天気はかせ、 オー

ロラはかせ、地磁気はかせ、

海はかせ、デジタル地球儀

はかせ(ダジック・アース) 

✧ 後援：宇宙航空研究開発機構 宇宙科

学研究所(7/31)、相模原市教育委員

会(8/1 付承認)。 

� プレスリリース 

✧ コンビーナよりプレスリリースの推

薦をいただいた。 

✧ 今後の流れ： 

● 運営委員・アウトリーチ部会の

意見をいただく。 

● 会⻑が 2-3 件の論文を選定（9 

月中めど）。 

● 著者と協力しプレスリリース資

料作り。 

● 大会の 1 週間程度前にプレスリ

リース発表。 

� 科研費申請 

✧ 2017 年度以降採択実績無。 

✧ 特に昨年度申請の 2022 年度分申請

は準備を強化して充実した内容で臨

み期待したが不採択。 

✧ 審査所見の意味合いと不採択の原因、

最近の採択状況、および、今後の戦

略等について検討し、アウトリーチ

部会でも共有し議論した。 

✧ 10 月 5 日締切の来年度の科研費申

請（JSPS/研究成果促進費（研究成果

公開発表(B)））について、担当運営

委員およびアウトリーチ部会で議論

し、今回は申請しない方針。 

� 第 30 回衛星設計コンテスト 

✧ 11 月 12 日の最終審査会に向け、本

学会からは審査委員の今井一雅会員、

企画委員の田所裕康会員、及び実行
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委員（山本会⻑および行松運営委員）

が参画予定。 

✧ 第 1 次審査が 8 月後半に完了し、最

終審査会に進む作品（設計 3 件、ア

イデア 4 件、ジュニア 7 件）が決定

した。 

✧ 11 月 12 日(土)に最終審査会。発表

会形式はハイブリッド開催（オンラ

イン開催切替の可能性有）、YouTube

ライブ配信有。 

� 将来構想文書改訂対応 

✧ 担当者（田所会員）、男女共同参画関

係、アウトリーチ部会と連携して初

校を提出済。 

✧ 今後必要に応じて改訂予定。 

� 学会パンフレット 

✧ 新版は JpGU 前に 5000 部納品。 

✧ JpGU2022 幕張会場の学会ブースお

よび学協会インフォーメーション

コーナーに置き、数十部程度持帰ら

れた。 

✧ 総会(5/30)および sgepssall(6/21)

で学会全体に周知、学会 Web(アウト

リーチ部会頁)の広報用資料頁の更

新(6/20)を行った。 

✧ 学会員から配布希望 1 件（50 部）が

あり提供した。また、秋学会アウト

リーチイベントの相模原市教育委員

会への後援申請で 1 部提出した。地

学オリンピックにも春頃送付見込。 

� 学会チラシ 

✧ 地学オリンピック提出の「地球にわ

くわく未来ガイド」用学会広告の締

切（10/18）に合わせ更新検討中。 

� ノベルティ 

✧ クリアファイルを業者発注(5/9)、6 

月頭迄に 500 部納品。 

✧ 女子中高生夏の学校(8/7-8)で 20 部

程度、STEPLE ワークショップ@「小

惑星探査機「はやぶさ 2」帰還カプセ

ルおよびリュウグウサンプル 特別

展示 in 札幌コンベンションセン

ター」(8/15)用に 200 部提供した。 

✧ 下敷き数百部程度製作を準備中。

11/3 の秋学会アウトリーチイベン

ト迄には間に合わせるべく製作予定。 

✧ 次期引継や種類は多くない為、来年

度も製作費の計上が必要か要検討。 

� 講師派遣対応 

✧ 講師派遣リストの更新、対応方法の

明確化の作業をアウトリーチ部会と

引続き実施中。 

✧ 秋学会前後に学会全体にも追加講師

登録を募る方向で検討中。 

� STEPLE 

✧ 8 月 12-16 日「小惑星探査機「はや

ぶさ 2」帰還カプセルおよびリュウ

グウサンプル 特別展示 in 札幌コ

ンベンションセンター」で「STEPLE 

協力」として「宇宙ワークショップ」

開 催 (8/16) 。 https://www.sora-

scc.jp/special/ 

✧ 12 月 3 日、出前授業（工作と講演の

ワークショップ）（世田谷区立教育

総 合 セ ン タ ー ） 予 定 。

https://www.kyoikucenter-

setagaya.jp/workshop/ 

� アウトリーチ部会、STEPLE の内規制定検

討 

✧ アウトリーチ部会、STEPLE はこれま

で活発に活動してきたが、設置当初

から、これらの活動を規定する内規

の定めが存在しない。 

✧ アウトリーチ活動を学会内できちん

と位置づけ、より活動や運営がし易

くなることを目指し、昨年度後半頃

より部会とも協議の上、規約・内規

を定めることを検討した。 

✧ STEPLE はアウトリーチ部会の下部

組織との理解と確認できたと考える

ため、アウトリーチ部会の内規のみ

で、STEPLE を規定する別の内規は不

要と考える。 

� 地学オリンピック対応 

✧ SGEPSS 協賛（協賛承認、協賛金支払

済）。https://jeso.jp/ 

✧ 8/16 事務局より国内オリンピック

参加者配布冊子「地球にわくわく未
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来ガイド」への学会広告依頼（協賛

団体無料、締切 10/18）があり対応準

備中（チラシ改訂作業）。 

✧ 例年、春の国内本選（最終選抜）参加

者向けの学会 PR ツール募集も有。

来春は新版パンフレット（と新版チ

ラシ、場合によってはノベルティも）

の送付対応を検討中。 

★ 審議事項：科研費申請の方針について 

→原案通り、10 月 5 日締切の来年度の科研費申

請は行わない。 

★ 審議事項：アウトリーチ部会内規制定につい

て 

→原案通りの内容で制定を承認。 

 

08. 男女共同参画関係（男女共同参画） 

● 報告事項 

� 男女共同参画学協会連絡会第20期第3回

運営委員会 

✧ 2022 年 8月 22日（月）14:00-16:00、

オンライン開催（Zoom ウェビナー） 

✧ 出席：大矢委員 

✧ 第 20 期幹事学会： 日本生物物理学

会 

✧ 大規模アンケート解析報告や、第 20

回学協会連絡会シンポジウム等の審

議を行った。 

� 「女子中高生夏の学校 2022」 

✧ R4 年 8 月 7～8 日にオンラインにて

実施。 

✧ 若手アウトリーチ活動 STEPLEが、実

験・実習「分光器で光の正体を探ろ

う！～身の回りの光から生命探査ま

で～」、および、ポスター展示「オー

ロラ博士になろう！～オーロラの色

から何がわかる？～」を実施した。 

✧ 出席者：坂中委員、大矢委員、浅村委

員、若手アウトリーチ STEPLE メン

バー 

� SGEPSS ダイバーシティ推進 WG 第 2 回会

合 

✧ 2022 年 8月 29日（月）10:30-11:30、

オンライン開催（Zoom） 

✧ 出席：坂中委員、大矢委員、大塚委員、

尾花委員、木戸委員、齋藤委員、佐藤

委員、行松委員、望月委員 

✧ ダイバーシティ関連アンケート報告

書、および、将来構想文書第 6 章ダ

イバーシティ関連部分について、内

容の確認を行った。 

✧ ダイバーシティ関連アンケートは、

2022 年 9月中に会員に公開予定。 

� 第 20 回男女共同参画学協会連絡会シン

ポジウム（予定） 

✧ 2022 年 10 月 8日（土）10：00-17：

00、ハイブリッド（東京大学浅野キャ

ンパス武田先端知ビル武田ホール） 

✧ 出席：坂中委員（現地参加）、大矢委

員（現地参加） 

✧ テーマ：「男女間の積極的格差改善

措置（女性限定公募・クオータ制な

ど）について考える〜より公平な社

会の実現を目指して〜」 

✧ SGEPSSの男女共同参画関連活動報告

書、およびポスター（後日メール審

議）を投稿予定。 

� SGEPSS 秋学会における保育室 

✧ 相模原市立総合学習センター 1 階 

保育室を設置予定。公益社団法人全

国保育サービス協会加盟会社の一時

保育サービスを利用する。 

✧ 保育室利用申し込み締め切り：9 月

22 日（木）17：00 

✧ 利用料金 

• SGEPSS正会員は無料 

• SGEPSS非会員の場合 500円/1時

間の負担になるよう学会から補

助(食事代、保険料等は除く)。 

• 天文学会および物理学会正会員

は、特別セッション開催日(11/4

～6)は無料、これ以外の日は 500

円/1時間の負担になるよう学会

から補助。 

★ 審議事項：第 20 回男女共同参画学協会連絡会

シンポジウム報告書（2022 年 10 月 8日開催予

定）の男女共同参画関連活動報告書の承認に

ついて 

→原案通りの内容で承認。 
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★ 審議事項：男女共同参画学協会連絡会の今年

度から追加された調査依頼項目について 

→回答可能な範囲で回答する。 

 

09. EPS 関係 (雑誌) 

● 報告事項 

� 運営・編集状況 

✧ Impact Factor 2021：3.36（2020 年

は 2.36）。 

✧ 論文出版数：125（@8/22）。収支は黒

字を維持できる見通し。 

✧ EPSの会計監査で Springerの請求書

の消費税計算に一部ミスが見つかっ

たため、対応中。 

� 広報 

✧ AGU で現地ブース出展予定（JpGU, 

PEPS と共同）。 

� 特集号 

✧ 現在投稿受付中で SGEPSS と関係の

深いもの 

• High Resolution 

Paleomagnetic Chronology of 

Volcanic Eruption Sequences 

(Deadline for submission: 31 

Mar. 2023)  

� その他 

✧ 編集事務局員を定年後 5 年間（70歳

まで）再雇用する方向で議論してい

る。EPS 運営委員会で審議が済み次

第、雇用主である SGEPSS 会長に決裁

依頼する予定。 

★ 審議事項：2023 年度分担金について 

→2022年度と同様に150万円として予算案に組み

込むという、原案通りで承認。 

★ 審議事項： EPS の会計監査を 5学会の持ち回

りとすることについて 

→ EPS 運営委員会に委ねることとした。 

★ 審議事項：テラパブに著作権があるモノグラ

フ等の大学レポジトリ等での公開を求める交

渉について 

→対応を進めることで承認。 

 

10. Web関係（広報 Web担当、ウェブページ更新

TF） 

● 報告事項 

� 2022/05/20 以降の作業内容 

� Web更新 TF 

✧ 銭谷誠司会員、中村紗都子会員を中

心にウェブページ作成作業を継続。 

✧ 6/15、7/6、8/4 に TFメンバーによる

打合せ会合を実施。 

✧ 主 た る 業 者 （ DAWN: 

https://dawn.co.jp/）を選定。 

✧ 現在指示書の作成作業中。スケ

ジュールとして 10 月業者作業開始、

12 月中納品完了を想定。 

 

11. メーリングリスト関係（広報 ML担当） 

● 報告事項 

� sgepssall, sgepssbb, sgepssstd 配信先

アドレスの月例更新を実施。 

� 秋学会関係 ML、エイリアスの設定を実施。 

 

12. 会報関係（広報 会報担当） 

● 報告事項 

� 会報 245号を 2022 年 7 月 26 日に発行。 

★ 審議事項：会報 246 号のスケジュールおよび

目次 

● 10/20 call for, 11/28 締切, 12/27 公開 

● 目次案: ほぼ定例通り 

� 分科会報告：1 年以上報告の無い分科会

に報告依頼 

✧ 太陽地球惑星系科学シミュレーショ

ン分科会 

✧ 地磁気・古地磁気・岩石磁気研究会 

✧ 地球型惑星圏環境分科会 

→承認 

 

13. 連合対応関係 

13-1. 連合対応関係（JpGUプログラム委員、連合

対応） 

★ 審議事項：代議員・各セクションとどういう関

係を築くか 

→下記の対応を行うことを承認。 

� JpGU会長・理事である高橋会員、村山会

員に、SGEPSS 総会で JpGU の現状等につ

いて報告を頂けないか、連絡を取ってみ

る。 

� 学術会議の動きについて報告を頂けない

か、中村卓司会員に依頼。 
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� これらについて、今後の総会のスキーム

に組み込めるように。 

★ 審議事項：各学会表彰ページへの直リンク

コーナ化について 

→下記の点などを含め、検討を継続。 

� 他の学会の同等のページを参考にしては。 

� 賞毎にリスト化ではなく、名前と賞のリ

ストにした方が視認性が良く合理的では。 

 

13-2. 連合対応関係（環境災害） 

● 報告事項 

� JpGU環境災害対応委員会報告資料につい

て。 

� 各学会から、環境災害に対する取り組み

を紹介する場となっている。 

 

14. 将来構想 WG 関係（将来構想 WG担当） 

● 報告事項 

� 将来構想検討文書に関しては、改訂原稿

を集めるのに想定以上に時間を要したた

め、以下のスケジュールで進めている。 

✧ 1 月 25 日 前回文書をベースに項目

の更新・削除の判断を関係者に問い

合わせ 

✧ 2 月 28 日 項目判断締切 

✧ 4 月 4 日 目次案を sgepssall に回

覧して会員からの意見を募集 

✧ 4 月 11 日 会員提案締切 

✧ 5 月 11 日 原稿改訂・執筆を担当者

に依頼 

✧ 9月中旬 ここまでに集まった原稿を

sgepssallに展開するとともに、セッ

ションコンビーナに確認を依頼（新

たな改訂原稿を受け取ったら適宜反

映する） 

✧ 10 月中旬 コメント締切 →執筆担

当者に改訂依頼 

✧ 11 月中旬 完成版を公開 

 

15. その他 

15-1. オンライン選挙について（オンライン選挙

TF） 

★ 審議事項：汎用のオンライン選挙システムに

よる SGEPSS 役員選挙の実施について 

● 汎用のオンライン選挙システムを用いて、

SGEPSSの役員選挙を実施可能かについて検討

を行った。TFにおける結論としては、従来の

紙媒体による投票と同等の様式を満たした選

挙をオンラインで実施可能と考える。今期実

施の選挙から早速導入したい。 

● 検討システム：【e 投票】https://www.e-

tohyo.com/ 

� 投票者数 1,000 人まで、今回導入の場合

の利用料は税込みで 132,000 円の見込み。

調査した他社システムと比較して最も安

価。 

� 従来の紙による投票の場合、例年 33万円

の予算を計上している。 

� システム利用方法 

✧ 副会長選挙、評議員選挙、運営委員

選挙の 3 つの選挙に分けて行われる。 

✧ 秋学会終了後、学生会員の入退会処

理終了時点での名簿に従い、有権者

と候補者のリストを csv 形式で用意

し、システムに入力する。各選挙を

開始すると、各有権者に個人認証を

含んだ投票先 URL が送信される。実

施前に sgepssall で実施を予告。 

✧ 従来、紙の投票用紙と合わせて送付

していた案内文、役員名簿、会員名

簿等は PDF 化して学会サイトに置き、

依頼メール本文にリンク先を記載。 

✧ 投票画面では候補者（全正会員から

現会長、現副会長を除いたもの）と

所属・専門分野が同一ページに五十

音順に一覧表示され、最大投票数(副

会長 1、評議員 9、運営委員 13)まで

チェックし投票ボタンを押す。締切

まで投票のやり直しが可能。 

✧ 運営委員立候補者には氏名の前に

【立候補者】と表示し、リスト上位

に集約。 

✧ 投票結果は、随時確認可、と投票締

め切り後のみ、の 2種類を選択可能。

選挙管理者も投票状況を確認できな

いように設定可能。 

� 紙による投票との比較 

✧ 選挙期間中、各有権者が投票済/未投

票かは随時確認できる。 
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✧ 未投票者にリマインドメールを送信

可能。誰に投票したかは管理者も確

認できないので、無記名投票は担保

されている。 

� オンライン化のメリット 

✧ 経費を約 20 万円削減できる（30 期

選挙費用は 320,049円）。 

✧ 煩雑な開票作業が不要になる。 

✧ 海外会員への郵送遅延のトラブルが

発生しない。 

✧ 会員は投票用紙の郵送代を負担しな

くてよい。 

� 実施する場合の、今後のスケジュール 

✧ 運営委員内で投票テストを実施し、

次回運営委員会で承認されれば、次

期選挙のオンライン化に向けて準部

を開始する。 

✧ オンラインフォームから手続きする

と正式な契約となり、正規版の e 投

票システムが提供される。支払い契

約の翌月末までに振込みで支払い。 

→オンライン選挙を実施する方向で検討を継続。 

 

15-2. SGEPSS 事業計画・報告書、収支予算・決算

書（総務） 

● https://www.sgepss.org/sgepss/jigyo.html 

に掲載するため、各部分の更新を所掌の各運

営委員に依頼する。 

 

15-3. 総会について（総務） 

★ 審議事項：第 152 回総会（2022 年 11 月 6 日）

のハイブリッド開催について 

→ハイブリッド開催とすることで承認。 

 

15-4. 学校教育 WG について（総務） 

 →現在事実上休眠状態である。当初は学習指導要

領改訂との関連で教科書を作る等の明確な目的が

あり、一旦完了しているものと思われる（未確認）。

JpGUの教育検討委員会があり、各学協会への要請

は長く届いていないと思われるが、その様な要請

が今後ある折のみ（JpGUで対応する会員がいる場

合は、その方から連絡をもらい運営委員会で）対

応する形でよければ、WGは廃止でよいのではない

か？アウトリーチ担当で以前中心的だったが

SGEPSSは退会されている元会員等とやり取りをし

て、再度 feedbackし、SGEPSS側 WGは廃止の可能

性も含めて今後検討を続ける。 

 

15-5. 次回運営委員会開催日・方式（総務） 

● オンラインで、秋学会開催期間の一週間前程

度に開催する方向で調整。 

● 講演会初日 11/4 の夜に A会場を予約して、現

地でハイブリッド総会開催の準備を行う。 

● 評議員会はオンラインで 11/5 に開催予定。 

 

以上 

 

（第 31 期運営委員・庶務・山本裕二、横山竜宏） 

第 31 期第 8 回運営委員会議事録 

日時：2022 年 10 月 24 日(月) 12:30-16:30 

会場：Zoomオンライン 

出席者(総数 18名、定足数 11名)： 山本衛 (会

長), 塩川和夫 (副会長), 浅村和史, 阿部修司, 

今村剛, 臼井洋一, 海老原祐輔, 大矢浩代, 笠

羽康正, 坂中伸也, 佐藤光輝 , 高橋太, 津川

卓也, 三好由純, 山本裕二, 山谷祐介, 行松彰, 

横山竜宏 

 

議事： 

 

00.  前回議事録の確認（第 31 期第 7回運営委員

会） 

 

01. 協賛・共催関係（庶務） 

● 協賛: メール審議にて承認済 

� 第 66 回宇宙科学技術連合講演会 開催日

時： 2022 年 11 月 1-4 日 

� 海洋調査技術学会 第 34 回研究成果発表

会 開催日時：2022 年 11 月 8-9日 

 

02. 会員関係（庶務） 

● 定例 11 月度分を前倒しで審議。学生会員 2件

（秋学会への投稿はなく、新規での申請）、退

会申請 2件 → 承認 

● 秋学会参加に伴う入会、不参加による退会に

ついては処理済みであることが報告。 

● 秋学会に投稿が無い学生の取り扱いについて 
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� 現在のプロセスでは、秋学会に投稿が無

い学生は退会処理をするということに

なっているので、未投稿の学生は退会処

理が完了している。 

� 以前は、秋学会終了後に退会処理を行っ

ていた。秋学会開催以前に退会処理が完

了してしまうのはまずいのではないか？ 

→ 次回以降の検討事項とする。 

 

03. 会計（会計）  

★審議事項：2023 年度予算案 

● 2022 年度予算からの差分について説明 

� 収入は最新の会員数をもとに計上 

� 業務委託費は選挙の無い年のため 30 万

円程度減額 

� 秋学会は従来と同等の 150 万円、投稿シ

ステムは前年度を踏まえて金額を修正 

� WEBコンテンツは予算計上無し 

● WEB更新 TFの通常予算について 

� TF以外の支出は実績 0であった。WEB関

連の日常業務としては、運営委員の手作

業で更新しているので費用は発生しない。 

� サーバー管理費は「管理費」からの支出

としている。 

→ WEBコンテンツとしては予算 0で問題無い。 

→ 原案通り予算承認 

 

04. 助成関係（助成） 

★審議事項：国際学術研究集会補助の補助対象に

ついて 

● 第 5 回運営委員会において、共催・協賛・後

援の基準が定義された。 

� 共催：共同主催者として参画し、金銭的

あるいは人的援助を行う 

� 協賛：必要に応じて金銭的あるいは人的

援助を行う 

� 後援：必要に応じて人的援助を行う 

● 国際学術研究集会補助対象は従来、「主催」ま

たは「共催」のものに限られていた。上記の定

義に従うと、協賛の集会に対しても金銭的援

助を行う可能性がある。 

● 変更案：支援の対象を、「主催」「共催」「協

賛」の 3つとする。それに伴い、運用の内規、

ホームページの記載、申請フォームついても

同様に変更する。 

→ 内規の変更について承認。 

● 第 3 回国際学術交流外国人招へい・若手派遣 

→ 応募無し 

● 第 4 回国際学術交流外国人招へい・若手派遣 

国際学術研究集会補助 → 12 月募集開始予定 

 

05. 各種賞関係（総務） 

● 推薦状況について報告 

� 東レ科学技術研究助成： 2件 

� 東レ科学技術賞候補者：1名 

� 藤原賞候補者：推薦依頼を受け付け中（10

月末日〆） 

� 山田科学振興財団 2023 年度研究援助 推

薦依頼を受け付け中（11 月末日〆） 

★審議事項：猿橋賞の候補者について 

→ 1名の会員を推薦する方向で進める 

★審議事項：長谷川・永田賞 

→ 選考委員会として、運営委員から塩川副会長、

笠羽委員、山本（裕）委員を選出。冬の会報により

推薦を公募する。 

★審議事項：学会特別表彰 

→ 推薦内容について承認した。 

 

06. 秋学会関係（秋学会担当、新投稿システム TF

担当、学生発表賞、3学会） 

● 秋学会関係 

� 基本方針については予定通りで変更無し。

相模原でハイブリッド開催。 

� 今後のスケジュール：10/27 予稿 PDF、

zoom アクセス先公開 リマインダ配信。

11/3-7 秋学会、11/14 参加登録終了。 

� 録画は運営委員 1名と LOC会場係による

冗長体制。アクセスは産業会館のものを

利用。 

� 保育室は申込が無かったため設置しない。 

� 次回秋学会について：2023/9/23-27東北

大学 LOC。アウトリーチ未定。2022 秋総

会で笠羽会員から説明 

● 学生発表賞関係 

� 事務局で準備中。審査員は決定。10/28 に

学生向けに審査に関する情報を通知予定。 

● 三学会関係 

� 次回は天文学会が担当だが、開催時期に

ついては未定。 
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07. アウトリーチ活動（アウトリーチ） 

● 秋学会期間中(11/3)のアウトリーチイベント

について 

� アウトリーチ部会を中心に準備中。チラ

シは 34,000 部を相模原市内公立小学校

等に配布。事前申し込み制としていたが、

受付 3 分で実験参加満席、1 時間強で全

てのチケットが完売。イベント保険の契

約。 

● プレスリリース 

� 3 件の発表をプレスリリース論文として

選出。 

� 10/24 発表論文毎にプレスリリース情報

を掲載。 

● 衛星設計コンテスト 

� 11/12 最終審査会 多くの発表者が現地

（東京日本橋）参加予定。SGEPSS の審査

委員、企画委員、実行委員も現地参加予

定。一般向けに Youtubeライブ配信。 

★  審議事項：衛星設計コンテストの次期審査委

員、企画委員について 

� 任期 2年、再任可である。 

� 審査委員は今井会員に、企画委員は田所

会員に、それぞれ 1 年間再任を依頼する。

→承認。 

● 学校教育 WG について 

� JpGUでは教育関係の委員会が活動してお

り、学習指導要領のアップデートについ

て国との窓口として関わっている。      

� JpGUの教育検討委員会にオブザーバーや

委員を SGEPSSから出して、情報を得てお

くことは有用だろう。JpGUの教育検討委

員会・教育課程小委員会の代表にコンタ

クトを取り始めたところである。 

� JpGUの学協会長会議が近々あるので、そ

こで意見を挙げてみる。SGEPSSからユニ

オンの課題として意見を挙げるのは効果

的だろう。 

 

08. 男女共同参画関係（男女共同参画） 

● 男女共同参画学協会連絡会シンポジウム開催

(10/8 10:00-17:00)、出席：坂中、大矢、テー

マ：男女間の積極的格差改善措置 

● 次期運営委員会予定 2022/12/14 13:00-

15:00、幹事学会：日本生態学会、運営の外注

を検討中、分担費用が増額される可能性 

● ダイバーシティ関連アンケートの解析報告書

を 10 月 3日に WEB公開した。 

● 2022秋学会での保育室の申し込みは無かった

ので、今年は設置しない。 

 

09. EPS 関係 (雑誌) 

● 運営 5 学会の秋季大会での広報を実施予定。

AGU, IAVCEIで現地ブース出展予定。 

● テラパブのモノグラフがアクセスできない問

題について。 

� 科研費の助成時にオンラインアクセス維

持という義務は無い。 

� 個々の出版契約で、一部の大学のレポジ

トリで公開されている例はある。オリジ

ナルの出版契約を把握していない例が多

い。テラパブにコンタクトを試みる予定。 

 

10. Web関係（広報 Web担当、ウェブページ更新

TF） 

● 広報 WEB：掲示板更新。分科会、内規、協賛、

後援の更新。 

● WEB 更新 TF：ウェブサイト作成継続。ウェブ

ページのデザイン指示書を作成し、業者への

入稿が完了した。 

● 新サイトの公開アナウンス時期について 

� 遅くとも今期中には公開する。 

� 秋学会後に開催予定の TF 会合で公開ス

ケジュールについて議論予定。 

 

11. メーリングリスト関係（広報 ML担当） 

● 配信先アドレスの月例更新、エイリアス設定

1件を実施。 

 

12. 会報関係（広報 会報担当） 

● 会報246号の call forを10/20に実施。11/28 

原稿締切、12/27出版予定。 

 

13. 連合対応関係（JpGUプログラム委員、連合対

応、環境災害） 

● 環境災害対応委員会 

� ぼうさい国体2022ポスター出展。JpGU団

体会員から 9 件出展。 
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� SGEPSSからは出展なし 

� 2022/9/26の委員会で新体制が発足。委員

長は宮地良典先生（産業技術総合研究所） 

� 2023 年大会のユニオン、パブリックセッ

ションについて検討。 

● 連合対応について 

� 秋学会総会で、JPGUの役員に報告を依頼

する。 

● 受賞者情報について学会 WEB を更新し、JPGU

からリンクする作業が進行中。 

� WEB 更新後には見やすいものになること

が予想される。SGEPSS以外の受賞情報に

ついても公開できるように準備中。 

� 時期としては WEB 更新に合わせることを

考えている。 

● JPGU における SGEPSS 共催セッションの提案

受付中（11/2迄）。 

 

14. 将来構想 WG 関係（将来構想 WG担当） 

● 原稿が集まったため、10/21にコメント募集。

11/21 コメント締切、12 月中旬 完成版を公開

予定 

 

15. その他 

15-1.選挙について（オンライン選挙 TF、総務） 

● 運営委員会でのテストの結果、特にネガティ

ブな意見はなかったので、次期選挙はオンラ

イン選挙を実施する方向で進める。 

● 規約の変更は伴わないため、総会で特出しで

の説明事項として報告することとする。 

● 選挙告知文書について：原案通り承認 

● 運営委員立候補届について：12/9締切。原案

通り承認 

オンライン選挙システムについての確認事項 

● 運営委員立候補者は候補者リスト先頭に列記

する。評議員、副会長選挙では「現評議員」の

ラベルは付けない。 

● 評議員の辞退申出者の取り扱いについて 

� 辞退者リストは PDF 資料として添付する。

投票リストからは外さないほうが、紙の

選挙を踏襲することになる 

� 運営委員の連続 3 期または通算 5 期の経

験者は辞退可能。評議員の経験者は事前

に辞退を申し出ることができる。運営委

員と評議員の辞退の扱いは異なっている。 

� オンライン投票において、評議員の辞退

申出者については投票リストにラベルを

付ける。運営委員の辞退可能者について

はラベルは付けない運用とする。 

� 現会長と現副会長は次期の役職が内定し

ているので、投票リストでチェックでき

ないようにリストから外す。 

 

15-2 SGEPSS 事業報告書・計画書（総務） 

●      原案通り承認 

 

15-3 総会における議事、役割分担の確認（総務） 

● 総会はハイブリッド開催。運営委員、オンラ

イン参加の受賞者、発表者はパネリストとし

て登録 

● 報告事項 

� 運営委員会報告 

� 日本学術会議の動向(中村卓司会員) 

� JPGU関連報告(高橋幸弘会員 JPGU会長) 

� 宇宙天気関係国際会議の動向(石井守会

員) 

� SCOSTEP STPP小委員会報告(塩川副会長) 

� URSI 国内小委員会報告(小嶋会員) 

� WDS小委員会(家森会員) 

� IAGA小委員会(山崎会員) 

� 会計監査報告：馬場会員 

● 議事 

� 2021 年度決算 

� 2023 年度予算 

● その他 

� 選挙オンライン化について 

� 2023 年秋学会 

 

以上 

 

（第 31 期運営員・庶務・横山竜宏、山本裕二） 

第 31 期第 4回評議員会報告 

日時：令和 4 年 10 月 31 日（月）19:00-21:50 

会場：Zoom開催 

出席者:<会長・副会長> 山本衛、塩川和夫 

<評議員> 家森俊彦、石井守、歌田久司、大村善治、

小原隆博、齋藤義文、清水久芳、中川朋子、中村

卓司、橋本武志、山崎俊嗣、渡部重人 
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１．田中舘賞審査 

会員より推薦のあった候補者について、推薦者

による説明と質疑応答の後、評議員による議論

を行った。清水久芳会員、Huixin Liu会員、細

川敬祐会員に田中舘賞を授与することを決定し

た。 

２．学会特別表彰審査 

運営委員会より推薦のあった候補者について、

推薦者による説明と質疑応答の後、評議員によ

る議論を行った。大西信人氏（有限会社 テラテ

クニカ）に学会特別表彰を授与することを決定

した。 

3．SGEPSS 論文賞について 

第 3 回評議員会（5/27 開催）の SGEPSS 論文賞

審査において、選考委員長から、応募の締切り

日を従来の 1 月末日から 2 月 14 日まで遅らせ

ることが提案されていた。この提案について議

論を行い承認された。 

4．運営委員会報告 

第 31 期第 7回（2022 年 9月 8日）、第 31 期第

8 回（2022 年 10 月 24 日）運営委員会議事録に

基づき、総務担当運営委員の津川卓也が説明を

行った。 

5. その他 

特段の議論はなかった。 

（第 31 期会長 山本衛） 

学会賞決定のお知らせ 

令和 4 年 10 月 31 日に評議員会が開催され、田

中舘賞および学会特別表彰の受賞者が下記のよう

に決定されました。授賞式は来年 5 月開催予定の

総会にて行われます。 

 

記 

 

田中舘賞 

 

第 182号 清水 久芳 会員 

論文名「電磁場変動観測による月・惑星の深部構

造に関する研究」 

(Study of Lunar and Planetary Deep Interior 

by Electromagnetic Observations) 

 

第 183号 Huixin Liu 会員 

論文名「高精度加速度計搭載低軌道衛星観測・

GCM シミュレーションを用いた対流圏から超高層

大気までの上下結合の研究」 

(Study on vertical coupling from the 

troposphere to the upper atmosphere by low-

Earth orbit satellite observations with 

high-precision accelerometer and GCM 

simulations) 

 

第 184号 細川 敬祐 会員 

論文名「地上・衛星による先端観測を組み合わせ

た磁気圏・電離圏プラズマの時空間変動の解明」 

(Study of spatiotemporal variations of 

magnetospheric/ionospheric plasma using 

ground-based/satellite observations) 

 

 

学会特別表彰 

 

大西 信人 氏（有限会社 テラテクニカ） 

 

以上 

（第 31 期会長 山本衛） 

 

第 152 回講演会学生発表賞

（オーロラメダル）報告 

第 152 回講演会における SGEPSS 学生発表賞

（オーロラメダル）受賞者は、3つの分野に分けて

厳正な審査を行った結果、下記の 7 名の方々に決

まりました。 

 

中家徳真 (神戸大学：第 1分野) 

「ラウ海盆における潮汐起因磁場の 3D 順計算」

(R003-04) 

伊藤ゆり  (電 気通信大 学：第 2 分野 ) 

「あらせ衛星、地上全天カメラ、EISCATレーダー

による磁気共役同時観測を用いた脈動オーロラ

電子のエネルギー特性に関する研究」(R005-19) 

傅 維 正  ( 京 都 大 学 ： 第 2 分 野 ) 

「 Study of nighttime midlatitude E-F 

coupling in geomagnetic conjugate regions 

using multi-source data」(R005-24) 
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鈴 木 雄 大  ( 東 京 大 学 ： 第 2 分 野 ) 

「彗星のコマ中のライマンα線の放射輝度分布

に対する原子間衝突および多重散乱の寄与」

(R009-06) 

吉 田 奈 央  ( 東 北 大 学 ： 第 2 分 野 ) 

「CO distributions and climatology in the 

Martian mesosphere and lower thermosphere 

retrieved from TGO NOMAD solar occultation」

（R009-19） 

小 谷 翼  ( 京 都 大 学 ： 第 3 分 野 ) 

「 Simulation study of the harmonic 

structure of lower hybrid wave driven by 

energetic ions: comparison with observation」

（S001-26） 

南條壮汰  (電 気通信大 学：第 3 分野 ) 

「AI とジンバルを用いたアクティブなオーロ

ラ観測システムの開発と運用」（R006-15） 

 

各分野に対応するセッションは下の通りです。 

 

第 1 分野 「地球・惑星内部電磁気学（電気伝導度、

地殻活動電磁気学）」、「地磁気・古地磁気・岩

石磁気」 

第 2分野 「大気圏・電離圏」、「惑星圏・小天体」 

第 3分野 「磁気圏」、「太陽圏」、「宇宙プラズ

マ理論・シミュレーション」、「宇宙天気・宇宙

気候～観測、シミュレーション、その融合」 

 

学生発表賞の審査および取りまとめは、下記の

審査員と事務局員によって行われました（敬称略）。

時間と労力を惜しまず公平かつ公正な選考をして

下さったこれらの方々に心より御礼申し上げます。 

 

審査員 

第 1分野：市原寛（名古屋大学)、馬場聖至（東

京大学)、川村紀子（海上保安庁） 

第 2 分野：中田裕之（千葉大学）、田口真（立

教大学）、Huixin Liu（九州大学）、品川裕

之（情報通信研究機構）、川原琢也（信州大

学)、津田卓雄（電気通信大学)、松岡彩子（京

都大学)、野口克行（奈良女子大学)、木村智

樹（東京理科大学)、吉岡和夫（東京大学)、

神山徹（産業技術総合研究所) 

第 3 分野：三宅洋平（神戸大学)、海老原祐輔（京

都大学）、堀智昭（名古屋大学)、西谷望（名

古屋大学)、浅村和史（宇宙科学研究所)、天

野孝伸（東京大学)、今城峻（京都大学)、岩

井一正（名古屋大学)、梅田隆行（名古屋大学)、

笠原慧（東京大学）、風間 洋一（ASIAA)、北

村健太郎（九州工業大学)、塩川和夫（名古屋

大学)、篠原育（宇宙科学研究所)、高橋直子

（情報通信研究機構)、永岡賢一（核融合科学

研究所)、中野慎也（統計数理研究所)、西野

真木（東京大学)、平原聖文（名古屋大学)、

細川敬祐（電気通信大学)、山本和弘（東京大

学)、吉川顕正（九州大学) 

 

事務局員 

第 1分野：南拓人（神戸大学） 加藤千恵（九州

大学） 

第 2分野：佐川英夫（京都産業大学） 穂積裕太

（情報通信研究機構）高橋透（電子航法研究

所） 

第 3分野：寺本万里子（九州工業大学） 松田昇

也（金沢大学） 原田裕己（京都大学）栗田怜

（京都大学） 

 

受賞者には、来年度春の総会において賞状およ

びオーロラメダルが授与される予定です。受賞者

以外の発表も含めた審査員による詳しい講評が分

野毎に作成されていますので、以下のページをご

参照ください。 

https://www.sgepss.org/sgepss/history/studen

ts.html 

 

（第 31 期運営委員・学生発表賞・三好由純、 

山谷祐介、大矢浩代、阿部修司、臼井洋一） 

大林奨励賞審査報告 
大林奨励賞候補者推薦委員会委員長 

馬場聖至 

大林奨励賞は本学会若手会員の中で、地球電磁

気学、超高層物理学、および地球惑星圏科学にお

いて独創的な成果を出し、将来における発展が十

分期待できる研究を推進している者を表彰し、そ

の研究を奨励するものです。2021 年度の大林奨励

賞候補者推薦委員会では、推薦を受けた 14名の会

員について審査を行い、4 名の大林奨励賞候補者

を選出いたしました。評議員会における選出結果
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の審議を経て、これら 4 名の受賞が決定いたしま

した。各受賞者の受賞理由を以下に記します。 

 

第 71 号 中村 紗都子 会員 

研究題目「衛星観測を用いた地球磁気圏で

観測される電磁イオンサイクロトロン波に

関する研究」 

Studies of electromagnetic ion 

cyclotron waves in the Earth’s 

magnetosphere by using satellite 

observations 

 

地球磁気圏におけるプラズマの加速および消失

過程において、サイクロトロン波とプラズマ粒子

の相互作用が重要な役割を果たしていることが示

唆されている。特に、放射線帯の形成および消失

に対するプラズマ波動の寄与を実証的に明らかに

することが、宇宙天気予報の高精度化の観点から

も強く求められている。中村会員は、地球磁気圏

を飛翔する科学衛星によって得られたプラズマ波

動および粒子のデータを用いて、電磁イオンサイ

クロトロン波（Electromagnetic Ion Cyclotron

波: EMIC 波）の微細構造についての研究を行い、

その伝搬特性や生成メカニズム、粒子加速への寄

与について数多くの研究成果を挙げている。今回

の受賞対象となった主な研究成果は、(1)EMIC 

rising toneと呼ばれる EMIC 波の微細構造が、プ

ラズマ圏の外側において、これまで予想されてい

たよりも数多く観測されることを示したこと、

(2)EMIC rising tone がサブパケット構造という

さらに短いスケールの時間変動をもつことを明ら

かにし、この特徴が、波の周波数や振幅の成長が

飽和と再成長を繰り返すことによって形成されて

いることを示したこと、(3)EMIC rising tone が

原因となって短い時空間スケールで放射線帯電子

の消失が起こり、ドリフトエコーと呼ばれる現象

が発現することを示したこと、である。 

1 番目の研究では、THEMIS 衛星による高時間分

解能磁場観測データを用いて、EMIC 波が内包する

微細構造である EMIC rising tone に関する複数

の詳細な観測例を報告している。それまでの EMIC 

rising toneの観測例は 1例のみで、高エネルギー

粒子の加速・散乱に与える影響は限定的であると

考えられていたが、本研究によって、EMIC 波の微

細構造が従来考えられていたよりも普遍的に観測

されるものであり、特にプラズマ圏の外部におい

て高い頻度で見られることが初めて示された。こ

の論文によって得られた知見は、その後の EMIC 

falling toneやサブパケット構造などの研究など

に繋がる画期的なものであり、高く評価できる。 

2 番目の研究では、THEMIS 衛星の観測データを

精査することによって、EMIC rising toneのスペ

クトルが、単純な周波数上昇を示すだけでなく、

サブパケットと呼ばれるさらに短いスケールの時

間変動をもつことを初めて報告した。さらに、衛

星観測でとらえられた波の周波数・振幅変動がプ

ラズマ波動の非線形成長理論と良く一致すること

を示し、サブパケット構造の生成が、周波数・振

幅成長の飽和と再成長の繰り返しによって説明で

きることを実証した。この内容は、それまで観測

が少なかった EMIC rising tone の時間変動特性

を複数例の観測に基づいて明らかにし、その生成

メカニズムの理解に貢献したという点において、

波及効果の大きい成果であると言える。 

3 番目の研究では、放射線帯電子の消失に見ら

れる「ドリフトエコー」という現象に着目し、Van 

Allen Probes衛星による観測データを解析してい

る。ドリフトエコーが数周にわたって保たれるこ

とを示し、電子消失のエネルギー範囲や空間ス

ケールなどを明らかにした。さらに、このような

短時間、かつ局所的に起こる放射線帯電子の消失

が、EMIC rising toneと電子の非線形共鳴による

ことを、理論との比較によって実証した。EMIC 

rising tone が放射線帯電子の分スケールの即時

的な消失に寄与していることを示したことは、宇

宙天気の枠組みにおける放射線帯電子のモニタリ

ングに貢献するという点において、大きな意義を

持つ。 

中村会員は、これらの受賞対象となった研究の

他にも、我が国では、ほぼ研究例がなかった地磁

気誘導電流（GIC）に関して、研究手法の確立、お

よびシミュレーションモデルの開発に成功し、国

内外で高く評価されている。また、あらせ衛星に

よる観測データの管理、データベース化に貢献す

ることを通して、EMIC 波動以外の様々な内部磁気

圏ダイナミクスに関する研究にも携わっている。

SGEPSSの内部磁気圏分科会の活動を世話人として

リードするなど、磁気圏ダイナミクス分野の将来

を担う貴重な若手研究者であり、今後一層の活躍

が期待できる。 
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以上の理由により、本学会は中村会員に大林奨

励賞を授与することとした。 

 

第 72 号 臼井 嘉哉 会員 

研究題目「3次元電気比抵抗構造逆解析手

法の開発と、陸上・海底火山地域の観測

データへの応用」 

Development of three-dimensional 

electrical resistivity structure 

inversion method and its application 

to data observed in subaerial and 

submarine volcanic regions 

 

地球磁場の時間変動に起因する固体地球内部で

の電磁誘導現象を利用した電気比抵抗構造探査は、

重要な物理探査手法の一つである。地上または海

底での電磁場観測より得られる電磁気応答関数か

ら地下比抵抗構造を推定する逆解析手法は、計算

機性能の向上とともに活発に研究され、発展が著

しい。臼井会員は、高い計算効率と汎用性を併せ

持つ比抵抗構造の逆解析手法を開発して次々と発

表しており、若手ながらこの分野を牽引する研究

者の一人と認められる。今回審査対象となったの

は、これまで困難であった複雑な地形の起伏を数

値モデルに直接組み込むことを可能にした 3 次元

比抵抗構造逆解析手法の開発と、実観測データへ

の応用に関わる一連の研究成果である。電磁場観

測は、地表や海底面という顕著な比抵抗境界面に

おいて行われるため、観測点周辺の地形の起伏が

電磁場を歪める効果を適切に再現しなければ地下

比抵抗構造の推定を不正確にする恐れがある。従

来の研究では、地形の影響は全く無視されるか、

限定的あるいは間接的に考慮されるのみで、いか

なる地形変化にも対応可能な汎用性のある解析手

法が存在しなかった。 

1番目の研究で、臼井会員は、電磁誘導方程式の

数値解法に、非定型四面体要素を用いた有限要素

法を採用することで、複雑な地形の起伏を 3 次元

比抵抗構造モデルに組み込むことを可能とした逆

解析手法の開発に、世界に先駆けて成功した。ま

た地形を適切に組み込むことによって地下比抵抗

構造の推定確度が上がることを、人工データの逆

解析で示した。 

2 番目の研究では、上記の逆解析手法に改良を

加えて計算効率を格段に高めた。一般に比抵抗構

造の逆解析では、モデルパラメータの数がデータ

パラメータの数より多い劣決定問題を、モデル正

則化項を与えることで安定化させて解く。臼井会

員は、解くべき方程式を大きなモデル空間から小

さなデータ空間へと変換する手法を適用すること

で、逆解析の実行時間の大幅短縮に成功した。こ

の逆解析手法を実観測データに適用し、地形の急

峻な浅間山周辺の地下 3 次元比抵抗構造を初めて

明らかにした。さらに、比抵抗構造を水文学的・

地球化学的観測と対比させ、カルデラ下の固結マ

グマが地下流体の流れを制限していることを示唆

するなど、火山形成と火山噴火発生メカニズムの

解明にまで貢献した。 

3番目の研究では、臼井会員の逆解析手法が、地

形効果がより深刻な海底観測データにも適用可能

であることを示した。臼井会員は、三角関数形状

をもった 2 次元海底地形に対する解析的な厳密解

を導出し、数値解と比較することで、自らの手法

が海底地形効果を適切に再現できることを示した。

そして、沖縄トラフの伊平屋北海丘で取得された

実観測データに適用して海丘下の 3 次元比抵抗構

造を推定し、熱水活動や地下マグマとの関連を議

論した。 

臼井会員は、自身が開発した 3 次元比抵抗構造

逆解析コードを随時修正・更新しつつ無償で公開

しており、今や世界中の研究者によって様々な実

観測データへの応用研究が実施されて、比抵抗構

造に基づく先進的知見が生み出されつつある。こ

れら一連の研究は、臼井会員が現職に就く以前に

民間企業で仕事に従事する傍ら成されたものであ

り、臼井会員の研究推進力の高さを示している。

また臼井会員は、数値計算手法の開発のみならず、

電磁気学的情報を他の独立情報と統合して解釈す

る、分野の枠にとらわれない研究の展開にも意欲

的に取り組んでいる。このように臼井会員が学会

に果たした貢献は大きく、また将来的にも広く固

体地球科学分野の発展に貢献することが期待され

る。 

以上の理由により、本学会は臼井会員に大林奨

励賞を授与することとした。 
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第 73 号 安藤 紘基 会員 

研究題目「電波掩蔽観測および大気大循環

モデルによる金星大気の研究」 

Studies of the Venusian atmosphere 

with radio occultation observations 

and atmospheric general circulation 

models 

 

安藤会員は、電波掩蔽観測と数値モデリングを

両輪として惑星大気の物理過程を追求してきた。

電波掩蔽とは、探査機と地上局の間の電波通信を

利用してその経路上にある太陽系天体を調べる観

測手法である。安藤会員は世界でも数少ないこの

観測手法の専門家として金星や月、太陽コロナの

観測を行い、特に金星探査機 Venus Expressとあ

かつきの電波掩蔽によって金星の大気構造や大気

波動の性質を明らかにしたことが高く評価されて

いる。観測の実施、データ解析、数値モデルによ

る理論的解釈までを一貫して行う安藤会員の研究

スタイルは大変ユニークであり、個々の研究の完

成度を大いに高めている。今回の受賞対象となっ

た主な研究は、(1)金星の極域に存在する特異な温

度構造の形成メカニズムを大気大循環モデルで明

らかにした研究、(2)電波掩蔽で検出した金星の惑

星規模の大気波動の 3 次元構造を大気大循環モデ

ルで再現して力学構造を明らかにした研究、(3)電

波掩蔽により金星の全球的な温度・静的安定度の

分布を明らかにした研究、の 3つである。 

1番目の研究は、金星の極域の高度 65km付近に

存在する、周極低温域とその内側の高温域に注目

したものである。この特異な温度構造は 1980 年代

の金星探査で明らかになったが、成因は長年にわ

たって未解明のままであった。安藤会員は大気大

循環モデルを用いてこの温度構造を再現し、周極

低温域が高速東西風と傾度風バランスした気温分

布と、熱潮汐波により誘導・強化された子午面循

環の下降流に伴う極域の昇温によって形成される

ことを明らかにした。また、周極低温域に含まれ

る東西波数 1 の構造の形成に、熱潮汐波および短

周期擾乱が寄与していることを示した。この研究

成果をもとに Venus Expressやあかつきの観測結

果が解釈され、金星においても地球と同様に大気

波動が子午面循環を駆動し、温度構造に強く影響

することが分かった。 

2番目の研究は、Venus Expressの電波掩蔽で得

られた金星大気温度の時系列を用いて、周期が数

日の大規模な波動を検出し、その立体構造を明ら

かにしたものである。大気の構造形成においては

波動によるエネルギーや運動量の輸送が重要であ

るが、金星ではその実態が分かっていなかった。

安藤会員はこの観測結果の解釈のために大気大循

環モデルを用いた数値シミュレーションを行い、

その結果をもとに波動の力学構造を推定すること

で、惑星規模の風系の力学的不安定性によって作

られた波動（ロスビー波）が金星の極域大気構造

に与える影響を明らかにした。これは大規模波動

の 3 次元の力学構造を観測と理論の融合により実

証的に明らかにした、前例のない鮮やかな成果で

ある。この成果は Journal of Geophysical 

Researchの表紙を飾っている。 

3 番目は、金星の雲層内部およびその下の大気

の温度構造の観測的研究である。安藤会員は Venus 

Express とあかつきの電波掩蔽観測データを解析

し、雲層を含む広い高度領域 (40–85km)の気温と

静的安定度の全球的な分布を初めて導出した。そ

の結果、高緯度域では安定度の低い領域が雲層の

下まで続くという、特異な温度構造を初めて見出

した。このような構造は従来の知見では説明でき

ず、この領域に未知の大気運動による熱輸送が存

在することを示唆している。本論文の結果につい

て国際学会で招待講演を行うなど、国際的にも高

く評価されている。今後の金星大気モデル研究で

は本研究で示された特徴的な温度構造の再現が重

要課題であり、安藤会員自身はその問いへの回答

に継続して取り組んでいる。 

安藤会員は他にも、金星大気大循環モデルに雲

物理を導入して硫酸雲の全球分布を再現し、雲形

成における大気運動の役割を明らかにするなど、

物質循環の解明にも取り組んでいる。これら一連

の研究を通して、金星において大気波動と大規模

な風系の相互作用によって平均大気構造が形成さ

れる過程が実証的に明らかになりつつある。この

ように安藤会員は観測的研究と理論的研究を両輪

として進めている貴重な若手研究者であり、研究

成果は質・量ともに申し分ない。加えて近年は、

将来の惑星探査ミッションの候補である衛星間電

波掩蔽の検討を工学分野の研究者とともに精力的

に進めており、惑星探査分野を牽引していくこと

が期待されている。 
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以上の理由により、本学会は安藤会員に大林奨

励賞を授与することとした。 

 

第 74 号 青木 翔平 会員 

研究題目「地上および探査機からの分光観

測による火星大気微量成分の研究」 

Study of trace gases in the Martian 

atmosphere with spectroscopic 

observations from the ground and 

spacecraft 

 

青木会員は、分光観測による惑星大気環境の研

究で国際的に活躍する若手研究者である。すばる

や ALMA といった地上望遠鏡や航空機搭載望遠鏡

（SOFIA）を駆使して赤外からサブミリ波域でのリ

モートセンシングを行うとともに、Mars Express、

ExoMars Trace Gas Orbiter（TGO）といった探査

機による火星周回軌道上からの観測データを解析

し、火星大気中の様々な微量成分の動態を明らか

にしてきた。金星、火星衛星 Phobos、小惑星など

の研究対象でも実績がある。分光観測と放射輸送

計算による観測的研究という分野で青木会員の存

在感は際立っており、とくに火星における水蒸気

輸送や光化学に関する一連の研究は国際的に高く

評価されている。青木会員は 2020 年にはベルギー

王立科学アカデミーから若手研究者を顕彰するバ

ロン・ニコレ賞を受賞している。これまで欧州を

拠点にして多くの国際研究プロジェクトを主導し

てきており、2021 年に国内に拠点を移してからは

JAXAの火星探査計画MMXの火星大気観測において

中核を担っている。今回の受賞対象となった主な

研究は、(1)火星大気における HCl の動態の研究、

(2)火星大気における水の鉛直輸送とそのメカニ

ズムの研究、(3)火星の水の相変化に関わる

HDO/H2O比の季節変動の研究、の 3つである。 

1 番目の研究は、火星大気中の HCl の動態を明

らかにしたものである。塩素化合物は火山活動に

関連しうるとともに地表の酸化環境を支配して生

命存在の可否にも関わることから、その探索は長

年のテーマである。青木会員は、TGO搭載分光計で

得られた赤外分光スペクトルの解析により、火星

の特徴のひとつである大気中ダストが増大する北

半球の秋〜冬に大気中で Cl が増大することを発

見した。そして、ダストが関与する HCl 生成、た

とえば火星地表の Cl 化合物がダストを介して大

気中に放出される可能性を論じている。また、HCl

と水蒸気の高度分布の類似から、H2O関連分子およ

び H2O 雲に関わるプロセスが HCl の生成消滅に関

与しうること、たとえば H2O から生成される HO2が

HCl 生成に関与する可能性を指摘した。さらに、

HCl が北半球の冬の終わりに急激に減少すること

から未知の消失過程の存在を示した。 

2 番目の研究は、火星の下層大気から高層大気

までの水の鉛直輸送にダストストームが関わって

おり、水の宇宙空間への散逸における重要な経路

となりうることを明らかにしたものである。青木

会員は、TGO の火星周回開始直後に発生した全球

ダストストームとローカルストームに伴って中層

大気（高度 40〜100km）の水蒸気量が大幅に増加す

ることを見出した。水蒸気量はダストストーム開

始に続いて急速に上昇し、最活発期に極大を迎え

る。水蒸気は高度 100km まで到達し、そこでの混

合比は約 50ppm という、この高度としては異例に

高い値に達することがわかった。ダストストーム

は大気の日射加熱を強めることにより大気の子午

面循環を強化して、この循環に沿って水蒸気が高

高度へ持ち上げられることを初めて明確に示した。

本研究は TGO の初期観測成果の重要な一翼を担っ

たものである。 

3 番目の研究は、火星の水の相変化に関わる

HDO/H2O 比の季節変動を明らかにしたものである。

青木会員は、すばる望遠鏡に取り付けられた赤外

高分散エシェル分光器（IRCS）を用いた観測を、

Mars Express探査機搭載フーリエ分光計による観

測と協調して北半球の春〜夏に行い、火星の全球

水循環、とくに昇華・凝結が引き起こす HDO/H2O比

の季節変動を明らかにした。緯度平均した HDO/H2O

比は地球での値（VSMOW）の 4.1〜4.4倍であった。

また高緯度では 2.4倍から 5.5倍へと大幅に増加

したことが判明し、北半球の秋〜春に HDO 蒸気が

極冠へ優先的に凝縮して北半球の夏に昇華するこ

とが原因と説明できる。本成果は TGO の火星到達

以前における火星水循環研究の到達点の一つと言

える。 

これらの研究を通じて青木会員が開拓してきた

観測手法とデータ解析手法は、今後の惑星環境研

究における基盤となるとともに、国際的な惑星環

境探査において日本がプレゼンスを発揮する上で

大きなアドバンテージとなりうるものである。青

木会員は惑星環境科学における若手の第一人者で

あるとともに、MMX およびその先の日本の惑星探



- 23 - 
 

査プログラムの推進においてもリーダーシップを

発揮することが期待される。 

以上の理由により、本学会は青木会員に大林奨

励賞を授与することとした。 

SGEPSS 論文賞審査報告 
SGEPSS 論文賞選考委員会委員長 

坂野井健 

SGEPSS 論文賞は、SGEPSS 会員が前年・前々年の

2 年間に責任著者として EPS 誌に出版した論文を

対象とし、優れた論文を学会として顕彰するもの

です。将来性・独創性の高さ、関連分野へのイン

パクトの大きさなどの観点から選考するものとさ

れております。また、今回は 3 回目の授与となり

ます。 

2022年 1月末日を締め切りとした募集に対して、

4編の論文（2020 年出版が 1編、2021 年出版が 3

編）の推薦がありました。選考委員会では遠隔会

議によって 3 回の委員会を開催し、2 編を選出し

て評議員会に報告しました。2022 年 5 月に行われ

た評議員会の議決によって、下記の論文の受賞が

決定しました。 

 

著者：Aizawa, K., S. Takakura, H. Asaue, K. 

Koike, R. Yoshimura, K. Yamazaki, S. 

Komatsu, M. Utsugi, H. Inoue, K. Tsukamoto, 

M. Uyeshima, T. Koyama, W. Kanda, T. 

Yoshinaga, N. Matsushima, K. Uchida, Y. 

Tsukashima, T. Matsushima, H. Ichihara, D. 

Muramatsu, Y. Teguri, A. Shito, S. 

Matsumoto, and H. Shimizu 

タイトル：Electrical conductive fluid-rich 

zones and their influence on the earthquake 

initiation, growth, and arrest processes: 

observations from the 2016 Kumamoto 

earthquake sequence, Kyushu Island, Japan 

出版年：2021 

DOI ： https://doi.org/10.1186/s40623-020-

01340-w 

 

受賞理由 

本論文は、2016熊本地震という自然災害に対し

て、重点的に予算・物的資源・人的資源を投入し

て、周辺の 80km × 80km の領域の比抵抗構造を

得ることに成功した論文である。熊本地震発生後

の観測も含め、200 地点とこれまでになく稠密な

広帯域 Magnetotelluric (MT)データを得ることで、

高空間解像度での比抵抗構造（あるいは間隙流体

の存在域）の推定が可能となり、3次元比抵抗構造

と本震・余震の地震活動との空間的な対応関係が

精査できるに至った。主要な結論は、「高温・高圧

の流体だまり近傍から外側に向かって破壊が進展

すると規模の大きい地震に成長しやすい。一方、

流体だまりに向かって破壊が進展すると破壊は停

止しやすい」ことにある。このことは、低比抵抗

体として電磁気学的研究によって検知可能な流体

の存在が、地震の開始・成長・停止に関与してい

る可能性を示唆する。 

本論文で示された「M5以上の地震の破壊は低比

抵抗体の 5km 以内から開始する」という具体的か

つ定量的な観察事実、ならびに、低比抵抗帯近傍

から外（上）に向かって岩石中の流体を含む割れ

目の破壊が進行するモデルは、連鎖的に大規模な

破壊を引き起こし、断層として大規模に動くこと

によって大地震につながることを説明できる独創

的なものである。また、内陸地震発生場において、

3 次元比抵抗構造から地殻流体分布が推定でき、

それによって地震発生場のポテンシャル評価に重

要な情報を与える可能性を示したことは、地震発

生プロセス理解の観点から、将来さらに発展が見

込まれる研究方法である。今後の地震予測・防災・

減災における関連研究分野への波及効果も高い。

本論文は、将来性（研究面の発展性）、独創性、関

連分野へのインパクト、という SGEPSS 論文賞が重

要視する 3 つの観点のいずれにおいても高く評価

された。 

最後に、SGEPSS 論文賞の次回の募集（2021 年と

2022 年に出版された論文が対象）に対しても積極

的な応募をよろしくお願いします。〆切は 2023 年

2 月 14 日です。自薦他薦を問いません。また、い

ちど応募された論文でも再挑戦は可能です。優れ

た論文が論文賞に選ばれること、そして EPS 誌か

ら優れた論文が続々と出版されることを期待して

います。 
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大林奨励賞を受賞して 
中村紗都子 

この度は大林奨励賞を授与いただき、誠にあり

がとうございます。大変光栄に思うと同時に、身

の引き締まる思いです。 

まずは本賞にご推薦いただいた大村善治先生に

深く感謝申し上げます。学生時代から現在に至る

までご指導いただいてきた、京都大学理学部、生

存圏研究所、名古屋大学宇宙地球環境研究所をは

じめとする学会の皆様に、この場をお借りして深

く御礼申し上げます。 

 

今回、評価していただいた研究は内部磁気圏に

おける EMIC 波や whistler-mode 波といったサイ

クロトロン波に関する人工衛星観測データ解析の

成果です。これは私が学生時代から取り組んでき

た最も付き合いの長い研究課題です。指導教員で

あった町田忍先生より、「THEMIS 衛星を隈なく可

視化し面白い現象を探そう」といったような壮大

な卒業研究課題をいただき、町田先生といっしょ

にマグネトポーズの形状に注目してみたり、粒子

のドリフト速度に注目してみたりと学会の皆様に

もアイデアをいただきながら試行錯誤の日々を過

ごしておりました。ある日、数 Hz帯の低周波波動

についてデータを眺めていると非常に振幅が強く、

ダイナミックスペクトル上で変わった形をした現

象を見つけました。もっと高周波帯の数 kHz でよ

くみられる whistler-mode chorus に少し似てい

るなと思いつつ調べていると、第 50号大林奨励賞

受賞者である桂華さんが目を留め「大村先生にお

見せしたら面白いかもしれない」と助言をくださ

りました。大村先生を訪ねデータをお見せしたと

ころ、非常に丁寧にその解釈を説明していただき

ながら、これを一つの結果として論文にまとめる

までの道筋を提示していただきました。ここから、

私の研究人生が目まぐるしく加速していったよう

に思います。 

兄弟子といえる小路さんをはじめ、生存圏研究

所の関係の皆様のシミュレーション結果とも連携

しながら、この現象は EMIC 波動が非線形成長した

ことで生まれる EMIC rising tone であり chorus

と基本メカニズムを同じくすること、そのスペク

トル中にさらに微細なサブパケット構造があるこ

と、放射線帯電子を強く散乱させていることなど

を人工衛星データから見出すことができました。 

研究中は、解析ばかりで論文執筆を先延ばしに

したり、初めての海外学会で自分の英語力の不足

に打ちのめされたり、すぐに飲みに行ってしまっ

たり、そうかと思えば体調に問題を抱えたりと足

を止めがちな私を大村先生が粘り強く叱咤激励し

てくださりました。また町田先生は、EMIC rising 

toneという研究課題を見つけたことを常に喜んで

くださり嬉しそうに解析結果を聞いていただけ進

捗を見せるのがいつも楽しみでした。名古屋大学

に移った後は、三好由純先生がいつも思いもよら

ない観点の解析アイデアをくださり研究課題の視

野を広げることができました。ここに書ききるこ

とはできませんが、私が楽しく自由に研究を続け

てこうして大林奨励賞をいただけることになった

のは多くの皆様のおかげです。この感謝の気持ち

をもとに、これからも内部磁気圏素過程の理解と

いう課題に取り組み続け、学会内外の皆様と議論

を楽しみ、分野全体の勢いを増すことに貢献でき

るよう精進したいと思います。改めて、この度は

大林奨励賞の授与ありがとうございます。 
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大林奨励賞を受賞して 
臼井嘉哉 

この度は栄えある大林奨励賞をいただき大変光

栄に存じます。 

この場をお借りしてご審査頂いた先生方、これ

までご指導頂いた先生方・先輩方、Conductivity 

Anomaly (CA) 研究会の皆様、そして何より学生時

代からご指導頂き大林奨励賞に推薦して下さった

東京大学の上嶋誠先生に心より感謝申し上げます。 

私が地下電気比抵抗構造の研究を始めたきっか

けは、学部時代に所属していた神戸大学の固体地

球電磁気学分野の研究室で、当時ご指導頂いた山

口覚先生のお話を聞き、興味を持ったことです。

電磁波を用いて地下の構造がわかることに驚き、

自然と興味が湧いてきました。山口覚先生をはじ

め神戸大学の先生方・先輩方にご指導いただき、

学部時代に MT 法観測データを使用した時系列

データ解析、モデル解析、解釈までの基礎を学び

ました。 

学部時代から携わっていた Network-MT 法を用

いた地下電気比抵抗構造の研究をさらに深めるべ

く、修士課程は東京大学に進学しました。修士課

程では、地震研究所の上嶋誠先生、小河勉先生の

ご指導の下、学部時代にブラックボックスとして

使用したコードや手法について内容を理解して使

えるよう論文の精読やコードの読解を行いました。

この時に培った力は受賞対象となった成果の礎に

なりました。地震研究所や CA研究会の先生方・先

輩方からもご指導を頂き、修士時代には Network-

MT 法と通常の MT 法の統合解析手法を開発し、断

層沿いの興味深い電気比抵抗構造を明らかにする

ことができました。 

修士課程修了後、民間企業に就職いたしました。

企業では構造解析コード及び熱流体解析コードの

開発、保守、それらのコードを使用した解析業務

に従事しました。10 年間の企業勤務で有限要素法

をはじめとした数値計算手法やプログラミング技

術、並列計算プログラミングに関する知識を深め

ました。これらの知識は他の研究者の方々と差別

化できる強みになったと思います。また、鉄道会

社、自動車会社、建設会社、電力関係会社などい

ろいろな業界のお客さんを相手に仕事をし、今思

うと貴重な経験をさせていただきました。 

社会人 4 年目に思い立ち、東京工業大学に社会

人ドクターとして進学しました。東京工業大学で

は小川康雄先生、神田径先生のご指導の下、地形

を精度良く考慮可能な 3 次元電気比抵抗構造モデ

リング手法の開発及び開発した手法を用いた火山、

海底熱水地域の電気比抵抗構造の研究を行いまし

た。この博士課程の研究がまさに今回受賞対象と

なった研究になります。社会人ドクターという

我々の分野では稀な形で進学しましたが、小川康

雄先生をはじめ東京工業大学の方々は寛容かつ熱

心にご指導下さりました。また、社会人ドクター

の間は家族の相手も十分にできませんでした。進

学を許し、支えてくれた家族に大変感謝していま

す。 

 

受賞対象となった研究をもう少し詳しく説明し

ます。地下の電気比抵抗構造を推定する上でよく

用いられる手法の 1 つが MT法（magnetotelluric

法、地磁気地電流法）と呼ばれる手法です。MT法

では地表で電場変動、磁場変動を観測し、それら

の周波数応答から地下の電気比抵抗構造を推定し

ます。MT法で観測される電磁場は地表・海底の起

伏や海陸分布により大きな影響を受けます。その

ため、電気比抵抗構造のモデリングを行う際にそ

れらの地形の影響を適切に評価しないと誤った比

抵抗構造を推定しまう恐れがあります。現在も 3

次元電気比抵抗構造のモデリング（インバージョ

ン）では有限差分法が主として用いられています。

有限差分法では陸地や海底の複雑な地形を直方体

のセルで表現せざるを得ません。そのため、地形

の影響を十分精度良く考慮できない恐れがありま
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した。本問題を解決すべく、私は有限要素法を用

いた MT インバージョン手法を世界に先駆けて開

発しました。有限要素法ではひずんだ四面体要素

や六面体要素を用いて複雑な地形も精度良く表現

可能です。また、MPI と OpenMP を用いて並列化を

行い、規模が大きい問題にも対応できるようにし

ました。本手法の開発にあたっては何か画期的な

アイディアを考案した訳ではありません。基礎と

なる考え方は広く知られているものばかりでした。

ただし、本手法を開発するには MT法の基礎知識に

加えて、逆解析、有限要素法、並列計算技術、メッ

シャーに関する知識、プログラミング技術が必要

でした。本手法を開発できたのは、私にそれらの

知識があったことに加え、難しいかもしれないが

とりあえずやってみようという気持ちがあったか

らだと思います。開発した手法を、従来の手法で

は地形の影響を精度良く考慮することが難しかっ

た、浅間山の MT法観測データ、伊平屋北海丘の海

底 MT 法観測データに適用して地下 3 次元電気比

抵抗構造を推定することができました。観測に参

加しなかった私に貴重なデータを使用させていた

だいた先生方に心より感謝いたします。 

MT法のモデリングにはまだまだ解決すべき課題

がたくさんあります。例えば、電気伝導度の異方

性を考慮した 3 次元インバージョン、推定された

比抵抗構造の不確定性の評価、地震波トモグラ

フィーなどの他の物理探査手法との統合解析・解

釈です。MT法のモデリングの 1つの理想形は電気

伝導度の異方性を考慮した上でインバージョンを

行い、かつ、推定された地下の電気伝導度テンソ

ルの各成分のエラーバーを定量的に評価し、かつ、

それらのエラーバーを他の物理探査手法の観測

データなどを用いて小さくするようなアプローチ

と考えています。研究者として現役の間にそのよ

うな手法を完成できるよう必要な要素技術を 1 つ

1つ習得していきたいと考えています。また、今後

は時系列データ解析手法や新しい観測技術の開発

などにも取り組んでいきたいと考えています。 

大林奨励賞を受賞できたのは CA 研究会の皆様

をはじめとした SGEPSS コミュニティーの支えの

お陰です。今後も精進し、これからは逆に皆様に

恩返しができるようになりたいと考えております。

ただ、何分未熟者であり、今後ともご指導、ご鞭

撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

大林奨励賞を受賞して 
安藤紘基 

この度は、栄えある大林奨励賞に選出して頂き、

誠にありがとうございます。今までこのような学

会賞には全く縁がなかったので、受賞の通知を受

けて驚くと共に感慨無量の思いです。少し長く

なって大変恐縮ですが、学部時代から現在までを

振り返りながら受賞報告の記事を書かせて頂きた

いと思います。 

まず、自分の研究者としての基盤は学部時代に

あります。私は早稲田大学理工学部数理科学学科

(現在の基幹理工学部数学科)に所属し、偏微分方

程式について学びました。指導教官である西田孝

明先生の研究室に所属していた学生は私一人だけ

で、ゼミは毎週マンツーマンでした。西田先生の

指導はとても厳格で、予習が不十分と分かった時

点で強制的にゼミが打ち切られたり、分からない

ことがあって質問に行ってもゼミの時間以外で教

えてもらえることは皆無でした。これらは、式変

形や行間の理解など自分の頭で最後まで考える癖

を付けさせ、基礎学力を徹底的に鍛えるためでし

た。また、日本語の使い方にも大変厳しい先生で

した。後に西田先生の退官記念パーティーに出席

して当時の話をした際、「実は私も学生の時に指

導教官から同じように数学と日本語を厳しく指導

されて今があるんだよ。」と笑っておられました。

西田先生の研究室で本当に良かったなあ、と今で

も思います。 

早稲田に残って数学を続けることも考えました

が、惑星大気や惑星プラズマへの好奇心を抑えき

れず、東大・地球惑星科学専攻の院試を受けまし

た。院試に合格したのは良いものの、具体的に何

をどう調べて研究すれば良いか、数学科の自分は

全く把握していませんでした。配属先を決めるた

め院試後に色々な研究室を見て回り、そこで出

会ったのが宇宙研の中村正人先生でした。中村先

生から「君は数学科だから数式をたくさん使う研

究が良いだろう。君にぴったりの先生がいるから、

その先生に指導を仰ぎなさい。」ということで紹

介されたのが今村剛先生でした。今村先生から電

波掩蔽法について説明を受けた時は原理や観測の

意義をちゃんと理解できませんでしたが、何とな

く凄そうという感触があり、また今村先生がサイ

エンスに対して凄く純粋な気持ちを持って研究し

ている印象を受けました。そして、「電波掩蔽観
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測をやる人が中々いなくて困ってるんだよね…。」

と聞き、皆がやっていないことをやる方が面白そ

うだし少人数ならその分たくさん指導してもらえ

るだろう、と考えて電波掩蔽の世界に飛び込みま

した。そうしたら本当に誰も人がおらず、今村先

生と二人で電波掩蔽データの解析に取り組むこと

になりました。修士課程では、月探査ミッション

かぐやの子衛星を用いた電波掩蔽観測で月周辺の

電子密度を計測しました。そして、博士課程に進

んだら修士の間に培った経験と技術を生かしてあ

かつきの電波掩蔽観測データを解析する、という

計画でした。あかつきの電波掩蔽観測から一体ど

んな結果が得られるのか、修士の終わり頃からい

つもワクワクして勉学と研究に励んでいました。 

 

 しかし、物事はそう上手くいかないもので、自

分が D1 の時にあかつきの軌道投入が失敗しまし

た。当然、電波掩蔽観測はできず解析するデータ

も得られません。「このままでは何も研究できな

いし博士論文も書けそうにない。もう辞めるしか

ないかな…。」と思い、今村先生に相談しに行き

ました。今村先生は基本的に、来るもの拒まず去

るもの追わずというスタンスなので、特に引き留

められることもないだろうと考えていました。し

かし、今村先生から掛けられたのは「せっかくこ

こまでやってきたんだし、もう少し頑張ってみよ

うよ。」という予想とは正反対の言葉でした。そ

の時の今村先生の表情は何とも言えないもので、

あの時は本当に悪いことを言ってしまったと思い

ます。このままでは男が廃るし、せめて博士論文

だけは書いて卒業しよう、と決意し中退を思い止

まりました。ただ、観測データが無ければ何もで

きません。そんなこんなで途方に暮れていたある

日、学振関連の書類を出すために久々に本郷キャ

ンパスに行き、そのついでに同期に挨拶しようと

学生部屋に向かいました。すると、半開きのドア

の向こうから話し声が漏れ聞こえてきました。よ

く聞くと、何と自分の事を話していました。「あ

かつきがダメになったし安藤も終わったな。」と

か「ホント安藤くんも運が悪いよね〜(笑)」とい

う声が耳に入りました。こんなドラマみたいな

事ってあるのか、と思うと同時に沸々と怒りが込

み上げ、そして「何が何でも必ず 3 年で博士課程

を修了してやるぞ！今に見てろよ！」と心に誓い、

同期に気付かれぬように東大を後にしたのでした。 

さて、すっかりやる気を取り戻したのは良いも

のの、依然として観測データがありません。うー

ん、どうしよう、と困っていた時に、協力関係に

あった Venus Express (VEX)の電波掩蔽チームか

ら「VEX の電波掩蔽データの解析に取り組んでい

た学生が就職していなくなる。未解析のデータが

大量に残って勿体無いから代わりに解析しない

か？」という連絡がありました。急いで今村先生

と共にコアメンバーがいるドイツに飛びました。

ドイツチームと綿密に相談し、かつミュンヘンで

フットサルを 2試合やってゴールを 6 発ぶちこん

で（＋2 アシスト）、VEXの電波掩蔽データの解析

を全て担えることになりました。その後は死に物

狂いでデータを解析し、中村先生と今村先生の御

指導やドイツチームのサポートのお陰で博士論文

を書き上げ、何とか 3 年で博士課程を終えました。

尚、博士論文の内容について津田敏隆先生(京大)

から貴重なアドバイスをたくさん頂き、今でも大

変感謝しております。 

博士号を取得して宇宙研のポスドクとなり、研

究者としてのキャリアが本格的にスタートしまし

た。しかし、電波掩蔽のみの研究に限界を感じつ

つありました。電波掩蔽以外で新しい何かを見出

さないと生き残れない、そんな悩みを抱えながら

イタリアのシチリア島で開催された国際金星会議

に参加しました。そこで、以前から親交があった

高木征弘先生(京産大)・杉本憲彦先生(慶應大)・

松田佳久先生(東京学芸大)から共同研究のお誘い

を頂きました。御三方は金星大気大循環モデル
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AFES-Venusを開発し、観測との比較研究を本格的

に進めるために AFES-Venus のデータを使ってく

れる人を探していたのでした。以前からモデルを

使った金星大気力学の研究に興味があった自分に

は、まさに渡りに船。御三方と一緒に食べたムー

ル貝に自分だけクリティカルヒットし、今村先生

からもらった胃薬で逆に死にかけながらも何とか

日本に戻って、共同研究を開始しました。その際、

宇宙研で同部屋だった樫村博基さん(現・神戸大)

に、モデルデータの見方や解析方法について手解

きして頂き、とてもお世話になりました。モデル

研究は自分の性に合っていて、かつ電波掩蔽との

相性が抜群でした。電波掩蔽で見えたあらゆる大

気構造が AFES-Venus で良く再現されており、一つ

の事象について観測と理論の両面から研究できた

のです。おかげで論文の内容が大変充実して説得

力のあるものとなり、それの一部が今回の受賞に

繋がりました。 

しかし、モデルを使った金星大気の力学研究に

も次第に限界を感じるようになります。というの

は、力学研究については高木先生・杉本先生・樫

村さんをはじめ、自分よりも多大な経験と実績を

持つ研究者が国内外に数多くおられます。その中

で戦っても自分はとても勝負できない、と考えて

いました。そこで自分が目を付けたのが、これま

であまり研究されず手薄になっていた金星の雲で

した。AFES-Venus では観測と整合的な風速分布や

熱構造が再現されており、これは AFES-Venusに見

られる大気循環や大気波動の構造が現実的である

ことを示唆します。そして、雲分布は気温・気圧

や大気運動と密接に関連します。従って、AFES-

Venus に雲物理過程を導入すれば観測と整合的な

金星の雲分布を再現できるのではないか、と予想

していました。そんな時、ちょうど高木先生から

「近々、AFES-Venusに雲物理過程を入れたいんだ

よね。」という話が来ました。私は間髪入れずに

「自分にやらせてください！」と懇願しました。

その後、高木先生と共に AFES-Venusに(簡易的な)

雲物理過程を組み込んだ 3 次元の金星雲モデルを

構築し、かつ雲や微量物質分布の観測に精通して

いる佐川英夫先生(京産大)の協力の下、金星雲分

布を再現してその成因を示すことができました。

もちろん金星雲物理の全てを解明できたわけでな

く、我々の雲モデルには改良の余地が十分にあり

ます。今後は今の研究を拡張してもっと精密な雲

モデルを開発し、金星雲物理の理解を深化させる

と共に雲という観点から金星気象学を発展させた

いと考えています。 

改めて振り返りますと、私は人との出会いに本

当に恵まれてきたのだと思います。先に名前を挙

げさせて頂いた方々だけでなく、自分の馬鹿話に

いつも付き合って下さっている山崎敦先生(宇宙

研)・野口克行先生(奈良女子大)・今井正堯さん(京

産大)にも大変お世話になってきました。また、私

があかつきの運用当番に入った際、変なコマンド

を打ってあかつきを壊さぬよう、いつも助けて下

さっている NEC の方々にも感謝申し上げます。博

士号を取得した時に中村先生から掛けられた「謙

虚さだけは絶対に忘れるなよ。」という言葉をい

つも胸に刻み、常に周りの方々への感謝の気持ち

を持って今後も研究に日々邁進していきます。最

後に、将来的な話を少しだけ書いて終わりにいた

します。2030 年前後に欧米で 3 つの金星探査が実

施されることが決まっています。また、時期は未

定ですが中国やインド（とロシア）も金星探査に

名乗りを上げました。世界的な金星探査ブームが

巻き起こりつつある今日、これからは目先の研究

成果だけでなく次世代の金星探査を見据えた研究

や行動が要求されるものと考えております。実際、

国内でも次世代金星探査のリサーチグループが設

立され、その中で複数の小型衛星による金星衛星

間電波掩蔽観測(CROVA)を検討中です。CROVA をは

じめ、国内外の次世代金星探査に貢献できるよう

努めていく所存です。今後とも皆様のご指導ご鞭

撻のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 大林奨励賞を受賞して 
青木翔平 

この度は大林奨励賞を授与して頂き、誠にあり

がとうございます。大変光栄と思うと同時に、身

の引き締まる思いです。ご多忙の中ご審査頂きま

した推薦委員会委員の先生方ならびに評議員の

方々に御礼申し上げます。また、この場をおかり

しまして、以下の方々に、深く感謝申し上げます。

東北大学院時代の指導教官であり、応募にあたっ

てご推薦頂いた、笠羽康正教授、大学院時代から

ご指導ご鞭撻頂いている、寺田直樹教授、中川広

務先生、博士号取得直後にポスドクとして所属し

たイタリア宇宙科学研究所(INAF/IAPS)で親身に

なって研究指導をして下さった、Marco Giuranna
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博士、Anna Geminale博士、Giuseppe Sindoni博

士、研究者として成長を得る機会を多く頂けたベ

ルギー王立科学研究所(IASB/BIRA)所属時代から

現在まで大変お世話になっている、AnnCarine 

Vandaele博士、Frank Daerden博士、ベルギーリ

エージュ大学で超高層大気研究のご指導を頂いた、

Jean-Claude Gerard博士、Benoit Hubert博士、

JAXA宇宙科学研究所で受け入れ研究者として日本

での研究活動再開時にご指導を頂いた臼井寛裕教

授、東京大学新領域創成科学研究科複雑理工学専

攻の同僚で日々御助言いただいている、今村剛教

授、吉川一朗教授、吉岡和夫先生、日頃から共同

研究者として的確なアドバイスをくださる、京都

産業大学の佐川英夫教授、北海道情報大学の佐藤

隆雄准教授、NASA/GSFCの Geronimo Villanueva博

士、及び、この他、紙面の関係上本稿に書ききる

ことはできませんが、大学院生時代から現在まで

様々な形でご協力して下さった非常に多くの方々、

また日頃からサポートして下さっている家族、誠

にありがとうございます。 

 

今回の受賞対象となった研究題目「地上および

探査機からの分光観測による火星大気微量成分の

研究」は、私が大学院時代から現在まで取り組ん

でいる内容です。東北大学入学時から火星の研究

に興味があった私は、惑星大気の観測研究を精力

的に行っている地球物理学専攻惑星大気物理学研

究室の門を叩きました。過去から現在までの大気

進化や、大気物理化学過程、地殻活動、など多く

の現象の指標となり得る微量大気成分のポテン

シャルに強く惹かれ、その観測研究をスタートし

ました。手探りで開発した火星大気放射伝達モデ

ルを用いて、先生方や先輩後輩の助言の元、欧州

Mars Express探査機の赤外フーリエ分光計 PFS の

公開データを解析し、火星大気化学で重要な役割

を果たす過酸化水素量の変動の長期モニターを試

みる事が最初の研究となりました。イタリアの

PFS・PI機器チームへコンタクトを取り、修士一年

時から複数回の長期現地滞在などを重ね、共同研

究を行いました。右も左も分からない、しかも日

本からやってきた修士学生に対して親切にご指導

頂いたことイタリア宇宙科学研究所の皆様には感

謝の限りです。東北大学院時代にはまた、すばる

望遠鏡による火星観測を PI として行い、水散逸量

の指標となる水蒸気 D/H 比を調べました。水深

100m超の水が散逸により消失したことを裏付けた

一方、D/H比 が極に存在する氷との相変化で 2倍

程度変動することを明らかにし、D/H 比の時空間

変動を把握する重要性を示すことができました。

観測プロポーザルを書きから始まり、データの取

得、校正、解析、解釈、投稿論文として成果発表す

る、という一連の全てを自ら主導して行う貴重な

経験を得ることができました。さらに、東北大学

の占有望遠鏡に搭載する超高波長分解能赤外レー

ザーヘテロダイン分光計開発にも参画させて頂き、

装置開発の経験を積む機会も得ました。 

博士号取得後は、修士で行った研究がきっかけ

となり、ローマにあるイタリア宇宙科学研究所で

ポスドク研究員として働くことになりました。同

研究所では、フーリエ分光計 PFS チームの一員と

して、大気観測データの解析を行いました。火星

大気放射モデルを用いて、観測スペクトルから大

気組成・温度・エアロゾル等の物理量導出データ

処理を担当し、気候物理量を複数年観測から把握

することで、惑星規模の砂嵐を伴う年と静音年で

火星気候が大きく異なる事を明らかにしました。

気候・人・食の三拍子揃ったイタリア・ローマで

の生活はとても刺激的で、色々な人生観を持った

人々との出会いもあり、二十代後半をそのような

場所で過ごせた事は大変幸運でした。一方で、Mars 

Express探査機は火星到着から15年余りが既に経

過しており、革新的な科学成果を挙げる事が難し

くなっていました。PI として SOFIA航空機望遠鏡

や ALMA 望遠鏡を用いて火星大気の微量成分観測
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研究を続けていましたが、新しいミッションに携

わりたいという気持ちが強くなり、2016年末から、

ブリュッセルにあるベルギー王立宇宙科学研究所

に所属を移しました。同研究所は、2018 年運用開

始予定であった ExoMars/Trace Gas Orbiter(TGO)

探査機に搭載される高分散赤外分光計 NOMADのPI

機器チームです。TGO はその名の通り、火星大気微

量成分の観測に特化した探査機であり、まさに自

身のやりたい観測ができる願ってもないプロジェ

クトでしたので、そのチームに参画できるという

事は非常に嬉しかったです。なんとかチーム内で

認められたいという一心で、必死にデータ解析作

業を進めました。次第に、NOMAD国際チームで中心

的役割を任されるようになりました。特に水蒸気

の解析責任者を任され、太古に存在した水が宇宙

空間へ消失する過程の手がかりとなる鉛直輸送プ

ロセスを調べるために、水蒸気の高度分布変動の

詳細な解析を行いました。その結果、特定の季節

や砂嵐時に多くの水蒸気が中層大気に到達するこ

とがわかりました。中層大気の水蒸気量変動が散

逸する水素量に直結することも、MAVEN 探査機と

の同時観測で明らかにできました。また、大気散

逸量の指標となる水蒸気同位体比の高度分布も導

出し、雲生成が同位体比変動を支配することを示

しました。さらに、NOMAD国際チームの中において、

微量大気成分探索責任者も任されました。火星大

気における塩化水素の発見に貢献し、地表に存在

する強力な酸化剤である過塩素酸を含む塩素サイ

クルを明らかにしました。加えて、超高層大気の

研究が活発なベルギー・リエージュ大学にも所属

し、地球以外の惑星では初めて 557nm(緑色)及び

630nm(赤色)の酸素大気光を発見、実験室では再現

が難しい励起された酸素分子の異なる準安定状態

への遷移比率を明らかにすることで基礎物理理論

の証明に貢献しました。これらベルギーにおける

一連の研究業績が認められ、2020 年にベルギー王

立アカデミー/バロン・ニコレ賞を頂くことができ

ました。 

2021 年に日本へ帰国し、1年間の JAXA 宇宙科学

研究所プロジェクト研究員勤務を経て、2022 年よ

り東京大学大学院新領域創生科学研究科複雑理工

学専攻に籍を移して火星大気の研究を続けていま

す。特に、2024 年に打ち上げ予定の火星探査衛星

計画 MMX の火星大気気象観測の主力サイエンスメ

ンバーとして準備に注力しています。欧米の研究

者から、「次の火星探査機は日本の MMX だね」と

言われる機会も増えてきており、観測データが得

られるのを今から楽しみにしています。 

私のこれまでの研究人生においては、大変幸運

なことに、常に周りの方々に恵まれてきました。

周囲のサポート無しには、現在の自分はなく、こ

のように大林奨励賞を頂ける機会も無かったで

しょう。改めて深く感謝申し上げます。私が欧米

で見てきたのは、自らの深い専門知識に基づいて

情熱を注ぎ、自分が第一線で研究活動を積極的に

行うことで、人生を豊かに楽しみながら業界を牽

引していく科学者達の姿でした。そのような理想

の研究者像に一歩でも近づけるように、この受賞

に決しておごることなく、日々精進して参りたい

所存です。 

SGEPSS 論文賞を受賞して 
相澤広記 

この度は我々 (著者 24名) の論文の SGEPSS 論

文賞受賞に際し著者一同を代表しまして、心より

感謝申し上げます。 

受賞論文"Electrical conductive fluid‑rich 

zones and their influence on the earthquake 

initiation, growth, and arrest processes: 

observations from the 2016 Kumamoto 

earthquake sequence, Kyushu Island, Japan" は、

電気比抵抗構造が大地震の開始と停止に重要な役

割を果たしていることを推定しました。2016 年熊

本地震震源域を対象に、規模の大きな地震の破壊

は低比抵抗体 (電気を流しやすい領域) の端部か

ら開始し、別の低比抵抗体の端部で停止する傾向

を見出しました。この傾向を説明するために高温

高圧流体が豊富に存在する領域 (電気を流しやす

い) から外側に向かって破壊が進展するとクラッ

クの連結が連続し破壊は成長していくが、破壊の

進展方向に別の高温高圧流体が存在すると成長は

停止する、というアイデアを提示しました。この

研究では (1) これまでにない高空間解像度の比

抵抗構造と、(2) 精密に決定された震源カタログ

が必要でしたが、両者とも稠密な観測により目的

を達成することができました。特に論文の主要部

である比抵抗構造推定のための地磁気－地電流 

(MT) 観測には多くの労力が割かれています。被災

されたにも関わらず電磁場計測のために田畑を使

用させて下さった方々、お忙しいなか、土地使用
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の手続きを迅速に進めて頂いた役場の方々に心よ

り感謝いたします。 

本論文には比抵抗構造が地震の理解に加えて、

内陸地震の危険性の高い場所の想定、その場所で

の地震の最大規模の想定に役立つかもしれないと

いうメッセージを込めました。内陸地震というと

活断層が思い浮かびますが、1995 年兵庫県南部地

震から現在まで、日本で発生した M6.5以上の内陸

地震のおよそ半数が、事前に活断層が指摘されて

いない場所で発生しています。したがって、活断

層調査に加えた新しい地震のリスク評価が望まれ

ていますが、比抵抗構造がそこに真に貢献できる

かどうかが重要です。今回の結果は熊本地震震源

域周辺だけで得られたものですが、まずはどの程

度の普遍性を持つかを明らかにしていきたいと考

えています。もし比抵抗構造から危険性が高い場

所を絞り込めるのであれば、その場所での地震活

動やひずみ変化に注目し続けることで発生時期の

予測にも繋がるかもしれません。 

 

熊本地震は 4 月 14 日の 21時 26 分の前震の後、

4月16日の深夜 1時 25分に本震が発生しました。

最後に個人的な話をさせていただきますと、前震

が発生した時刻は熊本から南に 100km 離れた霧島

火山で調査終了の打上げの最中でした。揺れを感

じテレビをつけると被害が出ていることを知り適

当なところで切り上げました。翌日 15 日は地震観

測に参加するために熊本に向かいましたが高速道

路は不通で球磨川から八代を通って現地に着くの

に通常の 3 倍の時間がかかり、なんとか作業を終

えて阿蘇山北部の宿に着き就寝したところで本震

にあいました。幸い携帯電話は通じたのですが地

震の被害の情報はほとんど入ってきませんでした。

余震で眠れない中、Conductivity Anomaly（CA）

研究会の方々の安否を気遣って下さるメールに

「一生分の揺れを体験しています」と返信したこ

とを覚えています。翌日になって情報が入ってく

ると熊本～阿蘇山西部では阿蘇大橋が崩落するな

ど大きな被害が出ていると知り驚愕しましたが、

宿泊していた阿蘇北部の被害は大きくありません

でした。地震の破壊の成長や停止の不思議さに思

いをはせるとともに、起こり得る地震像を想定で

きたらという気持ちをもつに至った経験でした。

科学が進んでも自然は人間の想像を超えてくるの

でしょうが想像する側に立ちたいとの思いを新た

にしました。この度は、栄えある賞をいただき誠

にありがとうございました。 

国際学術交流若手派遣 
COSPAR 2022: 44th Scientific 

Assembly 参加報告 
今井正尭 

SGEPSS国際学術若手派遣事業のご支援をいただ

き、2022 年 7 月 16－24 日の期間にギリシャ・ア

テネで開催された COSPAR 2022: 44th COSPAR 

Scientific Assembly に出席して参りました。現

在も続く新型コロナウィルスのパンデミックやロ

シア・ウクライナ戦争による世界的分断と経済的

混乱の影響を色濃く感じる状況下ではありました

が、実に 2 年半ぶりに国際学会に現地参加したこ

とで、海外の研究者から関連分野に関する生の情

報を収集し活発な議論を交わすことができました

のでこの場を借りて簡単に報告いたします。 

私は日本の金星探査機「あかつき」のミッショ

ンチームの一員として主に大気波動などに着目し

た金星大気力学研究を推進しておりますが、今回

の COSPAR2022 で は “ Venus Science and 

Exploration”のセッションにて 2件の発表を行い

ました。1 つは「あかつき」ミッションチームを代

表して、“Recent highlights on the Venus 

science from the Akatsuki mission” というタ
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イトルで最新の科学成果をまとめた口頭発表で、

もう 1 つは  “Heat and angular momentum 

transport induced by a 5-day transient wave 

on Venus cloud top”というタイトルで自身の取

り組む直近の研究成果に関するポスター発表で

す。「あかつき」は 2015 年 12 月の軌道投入より

現在まで、10金星年以上の長きにわたる貴重な科

学データをもたらし、“スーパーローテーショ

ン” を代表とする金星大気力学の理解に貢献し

ています。一方で、昨年米国と欧州で次期金星ミッ

ション (VERITAS, DAVINCI, EnVision) が相次い

で採択されたことから金星探査の動向に世界的な

注目が集まっており、国内でもこれに遅れまいと

ポスト「あかつき」にふさわしい日本の金星探査

のあり方について議論が活発化しています。今回

のアテネ学会には米欧から次期金星探査に関係す

る研究者が多数参加されていて、それぞれのミッ

ションの科学目標や搭載機器のコンセプト・開発

状況に関する有益な情報が得られました。また、

インド宇宙研究機関 (ISRO) も独自の金星探査計

画を進展させており、彼らもまた自国の存在感を

アピールすべく積極的に情報収集を行う姿勢が見

受けられました。実際、私の口頭発表後には初対

面になる ISRO 関係の研究者複数人から声をかけ

られ、有意義な情報交換ができました。セッショ

ン終盤には、中国で VOICE というミッション名の

金星探査計画が内部選考の上位に位置していて、

世界に先駆けること 2026 年内の打ち上げを目指

しているという情報が飛び出し会場が一様に騒め

く瞬間があったことも印象的でした。 

 

Venus Science and Explorationセッションに

てトップバッターを務める筆者 

ポスター発表では、「あかつき」搭載の紫外線カ

メラ (UVI) と熱赤外カメラ (LIR) の同時観測に

よって金星雲頂で卓越する Rossby 波による風速・

温度擾乱の構造を調べた結果、この波が顕著な極

向き熱輸送の役割を担っていることを報告しまし

た。以前から親交のあった欧州金星探査を牽引す

る Thomas Widemann博士や、金星大気モデリング

で有名な Sebastien Lebonnois博士ら多くの金星

研究者と旧交を温めると共にじっくり腰を据えた

議論ができたことで、本成果の論文化や今後の研

究展開について考える非常に有益な時間を過ごせ

ました。 

最後になりますが、今回久しぶりの国際学会参

加が叶ったことで改めて海外研究者との自由な議

論の場が重要であることを再認識することができ

ました。金星関連のセッション以外にも、その他

の太陽系天体の探査や地球大気科学に関する最新

の研究と将来構想に触れることができ、とても刺

激的な海外渡航となりました。目下の世界情勢は

予断を許さない状況ではありますが、SGEPSS 国際

学術交流若手派遣事業ならびに関係者の皆様に

は、この度のご支援と本若手支援事業を継続して

頂けることに心より感謝申し上げます。 

ISEA-16 開催報告 
横山竜宏 

国際学術研究集会補助事業のご支援を頂き、

2022 年 9 月 12 日から 16 日にかけて、第 16 回赤

道超高層大気国際シンポジウム（International 

Symposium on Equatorial Aeronomy; 以下 ISEA-

16）を開催致しました。京都大学宇治キャンパス

おうばくプラザでの現地開催と zoom によるハイ

ブリッド開催として実施し、現地参加者 70名（う

ち海外からの参加者 44名）、zoomによるオンライ

ン参加者 63名（うち海外からの参加者 59 名）と、

徐々に進められた入国制限の緩和と、開催直前の

陰性証明掲示の撤廃も相まって、非常に盛況なシ

ンポジウムとなりました。また、本シンポジウム

の開催にあたり、情報通信研究機構国際研究集会

開催支援、京都大学生存圏研究所研究集会、名古

屋大学宇宙地球環境研究所研究集会、日本学術振

興会研究拠点形成事業 B.アジア・アフリカ学術基

盤形成型、並びに京都大学教育研究振興財団から
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もご支援を頂きました。ここに重ねて御礼申し上

げます。 

 

ISEAは、3-4 年に 1 度各国持ち回りで開催され

る集会であり、今回で 16 回目の開催となります。

第 1 回は Jicamarca レーダーの開設に合わせて

1962 年にペルーで開催されており、今回は 60 年

目の節目の開催となりました。また、日本国内で

は初めての開催となりました。赤道超高層大気に

関する話題を中心に全てシングルセッションで 5

日間開催されるのが伝統であり、今回は 7 つのサ

イエンスセッションと、初日の Keynote Lecture、

最終日の Closing Lecture でシンポジウムを構成

しました。大規模な国際学会等はセッションが細

分化されているため、特定の話題について集中的

に議論を深めることが難しいですが、ISEAはシン

グルセッションによる集会かつ比較的少人数の開

催であることが特徴です。赤道・低緯度域の超高

層大気の科学を集中的に取り扱うことで議論が白

熱し、終了時刻が大幅に遅れる日もありました。

特に、各国から若手・ベテラン研究者がバランス

良く出席し、人的交流が大きく促進されたことは

非常に大きな成果でした。改めてご支援に感謝申

し上げます。 

第 14 回宇宙空間シミュレーショ

ン国際学校 (The 14th International 
School for Space Simulations (ISSS-

14)) 開催報告 
臼井英之、三宅洋平 

日時：2022 年 9月 12 日（月）〜17 日（土） 

開催方法：完全オンライン 

HP: https://isss14.org/ 

主催：神戸大学 大学院システム情報学研究科 計

算科学教育研究センター 

共催：京都大学 生存圏研究所、名古屋大学 宇宙

地球環境研究所、京都大学 学術情報メディアセ

ンター、理化学研究所 計算科学研究センター 

後援協賛：地球電磁気・地球惑星圏学会(SGEPSS)、

日本地球惑星科学連合 (JPGU)、情報通信研究機

構(NICT)、関西・大阪 21世紀協会、電気通信普

及財団、テレコム先端技術研究支援センター

(SCAT)、栢森情報科学振興財団 

組織委員会：大村 善治（京都大学、委員長）、

Bertrand Lembege (フランス) 、Dave. Schriver 

（米国） 

国際プログラム委員会：D. Schriver(委員長)、B. 

Lembege（フランス）、J. Buechner（ドイツ）、

他 15名 

実行委員会：臼井 英之（神戸大学、委員長）、三

宅 洋平（神戸大学、副委員長）、陰山 聡  （神

戸大学）、銭谷 誠司（神戸大学）、羽田 亨（九

州大学）、松清 修一（九州大学）、大村 善治

（京都大学）、海老原 祐輔 （京都大学）、深

沢 圭一郎 （京都大学）、草野 完也（名古屋大

学）、梅田 隆行（名古屋大学）、小路 真史（名

古屋大学）、中村 紗都子 （名古屋大学）、成

行 泰裕（富山大学）、星野 真弘（東京大学）、

天野 孝伸（東京大学）、篠原 育 (JAXA/ISAS）、

松本 洋介（千葉大学）、加藤 雄人（東北大学）、

寺田 直樹（東北大学） 

 

[概要]  

第 14 回宇宙空間シミュレーション国際学校

(ISSS-14)を 2022 年 9月 12 日から 9月 17 日の 6

日間の期間において開催し、スーパーコンピュー

タを用いた計算機シミュレーションを用いて宇宙

空間の電磁現象を仮想的に再現し理解することが

できる若手研究者の育成および当該分野の最新研

究結果の議論を行った。ISSS-14 はコロナ禍のた

め完全オンライン形式で実施し、9 名の国内外の

講師により ZOOM を用いた宇宙空間シミュレー

ションに関する講義と計算機を用いた実習を行っ

た。また、若手研究者を中心としたオンラインポ

スター発表を Remoソフトウェアを用いて行い、相

互の研究成果の披露、議論を行った。参加登録者

は 167人（国内 48人、国外 119 人）で参加国数は

26か国に渡った。 

 



- 34 - 
 

[背景]  

地球近傍の宇宙空間は人類生存基盤領域の一つ

として必要不可欠な重要な領域である。この宇宙

空間は希薄な電離気体であるプラズマで満たされ

ており、この宇宙空間プラズマは地球磁場や大気

と直接相互作用して、地球上の気候や電磁環境に

大きな影響を与えている。また、宇宙空間プラズ

マは人類の宇宙環境利用とも密接に関係してい

る。今後、宇宙環境を人類がより安心して安全に

利活用するためには、宇宙空間プラズマ環境を理

解するとともに、宇宙空間プラズマが宇宙環境利

用に対してどのような影響を与えるか事前に十分

理解する必要がある。 

宇宙空間プラズマの研究においては、スーパー

コンピュータを駆使した計算機シミュレーション

が非常に有効である。宇宙空間シミュレーション

とは、宇宙プラズマ現象を支配する方程式系をス

パコンで大規模に解き進めることにより様々な宇

宙プラズマ現象や月・惑星・衛星のプラズマ環境

を数値的に再現し理解するものである。計算機シ

ミュレーションは、衛星観測を補い太陽地球物理

学の学術体系化に大変有効な研究手法であるだけ

でなく、人工衛星などの小天体と宇宙空間プラズ

マとの相互作用に関する定量解析も可能であり、

これからの宇宙環境利用を具体的に進めていく上

で重要となる。 

このような背景のもと、(1)宇宙空間プラズマ物

理学研究および宇宙工学研究において、今後ます

ますその重要性を増していくと考えられる計算機

シミュレーション研究者の育成を行なうこと、(2) 

世界の第一線の計算機シミュレーション研究者や

観測研究者、理論研究者が一堂に会し、最近の研

究成果を議論し、相互の交流を深め、宇宙空間物

理の進歩に貢献すること、を目的とし、第 1 回の

「 宇 宙 空 間 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 国 際 学 校

（International School for Space Simulations 

(ISSS)」が 1982 年に京都で開催された。その後

ISSSは、米、欧、日で第 13 回まで開催され大成功

を収めた。 

第 14 回 ISSS (ISSS-14)は再び日本で開催され

ることになり、神戸大学が主催、京都大学、名古

屋大学、理化学研究所が共催し、地球電磁気・地

球惑星圏学会(SGEPSS)、日本地球惑星科学連合 

(JPGU)をはじめとする関連学会団体が後援のも

と、オールジャパン体制の実行委委員会を実働組

織として ISSS-14 の開催に臨んだ。本来は 2020 年

度に開催予定であったが、未曾有の新型コロナウ

イルス感染拡大のため 2 年間の開催延期を余儀な

くされ、 2022 年 9 月に満を持して完全オンライ

ンの形式で実施する運びとなった。 

 

 

[実施内容]  

2022 年 9月 12日から 9月 17日の 6日間にわた

り完全オンライン形式で実施した。全体で 167 名

の参加登録があり、そのうち 119 名は海外からで

あった。また、167 名のうち 103 名は学生参加で

あった。参加国はアジア、欧州、北米、オセアニア

の26カ国にわたり、国際的な人材育成という ISSS

の目的に合致した開催となった。松本紘会員（現

在、国際高等研究所所長）による ISSS創設・沿革

に関する基調講演を皮切りに 9 名の国内外の講師

（日本からは大村善治会員による陽的 PIC 手法、

銭谷誠司会員による MHD手法）が ZOOMを使って宇

宙空間シミュレーションの様々な手法に関する講

義を 3 時間単位で行った。各講義は実行委員会の

各メンバの進行により滞りなく進められ、参加者

（各講義あたり平均 40名程度の参加者数）はオン

ライン上で各講義を熱心に受講し質問応答も活発

に行われた。いくつかの講義ではシミュレーショ

ン実習も行われ実践的な教育も行われた。講義に

参加できなかった登録者や講義内容の復習を希望

する参加者のために、ISSS-14 の講義で用いた資
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料を後日オンライン上で閲覧できるように Web 等

の環境を整えた。 

また ISSS-14 ではオンライン上で若手研究者を

主体としたバーチャルポスターセッションを企画

した。Remo を活用した仮想的なオンラインポス

ターセッションでは、34件のポスター論文（国内

6 件、海外 28 件）が発表され、大学院生や若手

研究者同士のみならずシニアの研究者たちとの間

で活発な議論が行われた。 

後日、参加者アンケートを実施した結果、どの

講義についても参加者からの高評価を得た。時差

の関係で、講義によっては参加が難しい地域が

あったものの、素晴らしい経験であったとの感想

が多くみられた。また、ポスターセッションで用

いた Remo に関心をもったという意見が複数あっ

た。初めてのオンライン開催であったため、ネッ

ト講義が円滑に実施できるかどうかの不安があっ

たが、コロナ禍で各講師がオンライン講義の経験

が既にあったため、問題なく講義を進めることが

できた。 

 

[まとめと今後] 

ISSS-14 は参加者同士のコミュニケーションが

取りにくいオンラインでの開催となったが、組織

委員会や実行委員会を始め、オンライン参加者の

全面的な協力により成功裡に終えることができ

た。完全オンラインによる国際的なリアルタイム

講義配信は初めての試みであり準備や当日の運用

は大変であったが、宇宙空間シミュレーションの

様々な手法に関する講義を通して国際的な若手人

材育成に大きく貢献することができたという手応

えを感じた。ISSS-14がきっかけとなり、参加した

若手研究者や大学院生が本格的に宇宙空間シミュ

レーションに取り組み、様々な宇宙空間物理現象

の解明や、月など人類活動が盛んになる宇宙環境

のアセスメントに関する研究を進め、近い将来、

学術上および実用上の研究成果を創出することを

大いに期待する。 

人類生存基盤領域である宇宙空間の環境アセス

メントには、人工衛星などの飛翔体を使った直接

「その場」計測と宇宙空間シミュレーションによ

る数値モデリングの双方を有機的に組み合わせる

ことが有効である。人類フロンティアである宇宙

空間の環境アセスメントは将来の重要課題であ

り、そのための人材養成を行う ISSS の役割は国際

的に重要である。次回の ISSSはドイツにおいて従

来の対面形式で行う予定であるが、オンライン形

式を併用するハイブリッド方式での開催の場合、

今回のオンライン実施時のノウハウが役に立つ。

ISSS-14 の成功に引き続き、今後も定期的に ISSS

を開催し宇宙空間シミュレーションに従事する若

手研究者の養成を継続的に行うことは極めて重要

である。 

太陽地球惑星系科学シミュレー

ション分科会活動報告 
三好隆博、陣英克、加藤雄人、三宅

洋平、松本洋介、深沢圭一郎、簑島

敬、梅田隆行 

当分科会は、数値モデル・数値シミュレーショ

ンに関わる研究者の交流を図り、共通課題に対す

る情報交換、共同開発の議論、大規模計算機リソー

スへの要望の取りまとめ等、様々な活動を通して

SGEPSS 分野におけるシミュレーション研究をサ

ポートするほか、周辺研究分野のシミュレーショ

ン研究者と交流を図り、 SGEPSS 分野の発展に資

することを目的としています。本稿では分科会の

会合について報告します。 

第 25 回シミュレーション分科会会合 

日時：11 月 5 日（土）12:45～13:30（SGEPSS 第

152 回総会及び講演会 第 2日目） 

場所：相模原市立産業会館 C会場 

シミュレーション分科会の会合を、SGEPSS 秋学

会期間中に波動分科会との合同で開催しました。

現地会場及びオンラインの併用によるハイブリッ

ド形式にて行い、28名（現地 25名、オンライン 3

名）が参加しました。会合では、当分科会が主体

的に関わる 2022 年度 STE シミュレーション研究

会の開催日や内容の検討状況、京都大学新スー

パーコンピュータシステムの更新状況、分科会次

期幹事体制について話題提供があり、他に宇宙空

間シミュレーション国際学校（ISSS-14）の開催、

SGEPSS 将来構想の更新について報告がありまし

た。分科会会合の資料や、分科会の活動記録、関

連情報、メーリングリストへの参加方法などが当

分 科 会 の HP （ https://cidas.isee.nagoya-

u.ac.jp/simulation/）に掲載されていますので是

非ご覧ください。 
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地磁気・古地磁気・岩石磁気夏

の学校 2022 開催報告 
川﨑一雄・石川尚人（分科会「地磁

気・古地磁気・岩石磁気研究会」） 

日程：2022 年 8 月 30 日（火）～9月 1日（木） 

場所：富山県富山市 富山大学五福キャンパス 

世話人：川﨑一雄・石川尚人 

 

 

 

2022 年度の夏の学校は、富山大学にてハイブ

リッド方式で開催しました。新型コロナウイルス

感染症の感染防止対策を講じての 3 年ぶりの対面

を含む開催となり、参加者は 42名（対面：28名，

オンライン：14名）でした。8 月 30 日と 9月 1日

には、口頭発表 16件、ポスター発表 13件の講演

が行われ、考古地磁気、岩石磁気、地磁気永年変

化、古地磁気変動、走磁性細菌など多岐にわたる

講演がなされました。また、企画セッション「着

目：”primary”ではないもの」では、多成分磁化

や二次磁化などに着目した講演が行われ、活発な

議論が展開されました。さらに、8月 30 日には「ラ

ボ紹介‥コミュニティーとしてのラボ間連携」が

開催されました。11 大学・研究機関の研究体制が

紹介され、液体ヘリウムの調達や老朽化した装置

への対応など今後の連携も含めた意見交換がなさ

れました。8 月 31 日の立山巡検には 22 名が参加

しました。悪天候が心配されましたが、幸いにも

巡検の間は天気も持ちこたえてくれて、富山大学

石﨑泰男博士に立山・室堂平周辺をご案内頂き、

玉殿溶岩や第四期活動のテフラ層などを観察しま

した。 

地球型惑星圏環境分科会活動報

告とご案内 
関華奈子、村上豪、寺田直樹 
今村 剛、前澤 裕之、原田裕己 

亀田真吾 

地球型惑星圏環境分科会は、太陽圏、大気圏、電

離圏、磁気圏など SGEPSS の異なるセッションにま

たがる学際分野である惑星圏環境研究について、

関連する会員が、国内外の研究の動向などについ

て情報交換をし、共同研究の推進、研究プロジェ

クトの提案、ミッション立案等の研究活動に役立

てる場を提供することを目的としています。また、

学会の枠を超えて関連諸分野と広く連携するた

め、研究集会や会合を開催しています。 

2022 年度は、分科会として JpGU及び SGEPSS 秋

学会の開催期間中に以下の 2 回の会合を開催いた

しました。 

○JpGU期間中の分科会会合 

・日時:2022 年 5 月 27 日(金)  

・形式：オンライン 

○SGEPSS 秋学会期間中の分科会会合 

・日時：2022 年 11 月 7 日(月)  

・形式：ハイブリッド（SGEPSS B会場＋Zoom） 

これらの会合では、実行中の関連する衛星計画 

(BepiColombo、あかつき、Comet Interceptor、MMX、

ひさき、WSO-UV)および地上望遠鏡（PLANETS, 

PIRIKA）・気球望遠鏡（FUJIN）の現状報告、検討

中の関連計画の現状報告（Mars Ice Mapper/MACO、

M-MATISSE、LAPYUTA、金星探査計画）、月と小型天

体の探査計画状況（アルテミス計画）、JAXA 宇宙

科学・探査を取り巻く状況について、2020 年代か

ら 2030 年代を見据えた将来構想（惑星科学会来る
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10 年、SGEPSS将来構想、宇宙研 RFI）などに関す

る報告が行われ、意見交換や議論を行いました。 

第 32期役員選挙オンライン投票に
ついて 

第 32 期（2023-2024 年度）地球電磁気・地球惑

星圏学会役員選挙を現在オンラインにて施行中で

す。投票締切は令和 5 年 1 月 27 日（金）24:00 

JST です。選挙情報は以下の URL をご参照下さい

(https://www.sgepss.org/sgepss/senkyo.html)。

投票案内メールは令和 4 年 12 月 23 日に"地球電

磁気・地球惑星圏学会<sgepss etohyo.com>"より

送信されております。投票案内メールを受け取ら

れていない会員がおられましたら、至急総務担当

運営委員(tsugawa nict.go.jp)までご連絡下さ

い。 

長谷川・永田賞推薦の募集 

長谷川・永田賞について、会員皆様からの積極

的な推薦をお願いいたします。 

内容：学問の成長を先導する顕著な業績をあげ

るとともに、学会の発展にかかわる事業に功労の

あった会員に賞状、金メダル及び銀杯を授与しま

す。 

 

推薦資格： 本学会会員 

選考手続： 会員からの推薦状に基づき、長谷川・

永田賞受賞候補者選考委員会が選考し、評議員

会で決定します。 

必要書類： 

１． 推薦状 

２． 業績（論文）リスト 

３． 略歴書  

書類送付先：会長（president sgepss.org） 

〒611-0011 京都府宇治市五ヶ庄 

京都大学 生存圏研究所  

（書類は原則として電子媒体を電子メールの添

付にて提出して下さい） 

応募締め切り：令和 5 年 2 月 28 日 

 
（第 31期運営委員・総務・津川卓也） 

特別セッション「SGEPSS・天文

学会・物理学会合同セッショ

ン：室内実験・惑星・天体プラ

ズマの普遍性と多様性」の開催

報告 

2022年11月4日から6日までの3日間、SGEPSS・

天文学会・物理学会（3 学会）合同セッションを

SGEPSS秋学会特別セッションとして開催しました。

3学会合同セッションは 2005年から定期的に開催

されてきており、前回の物理学会での開催から 4

年半ぶり、第 11 回開催となりました。過去の

SGEPSS 担当会は JpGU で開催してきましたが、他

学会に比べて参加費が高額であることなどから、

今回初めて SGEPSS 秋学会での開催となりました。 

各学会からの推薦 9 名による招待講演と、各招

待講演の内容に関連した一般講演でプログラム構

成を行い、ポスター発表も含めて計 65件の講演が

ありました。下記の招待講演者のリストと講演タ

イトルにありますように、「プラズマ」「電磁波」

を共通キーワードとして様々な分野の講演があり

ました。 

 

招待講演者（敬称略、プログラム順）：  

* 小林進二（京都大学）「磁場閉じ込めプラズマ

を利用した統計加速の実験室模擬」  

* 佐野孝好（大阪大学）「強磁場中における相対

論的波動粒子相互作用」  

* 成影典之（国立天文台）「太陽フレアにおける

磁気リコネクションと粒子加速の観測的研究」  

* 朝比奈雄太（筑波大学）「輻射磁気流体力学計

算によるブラックホール近傍のプラズマ降着

流・噴出流のダイナミクス」  

* 斎藤晴彦（東京大学）「ダイポール磁場装置に

おけるホイッスラー波の自発励起と電子陽電子

プラズマ生成計画」  

* 陣英克（情報通信研究機構）「太陽放射スペク

トルの変動による地球上層大気への影響」  

* 原田裕己（京都大学）「MAVEN衛星による火星プ

ラズマダイナミクスの観測と今後の展望」  

* 横田勝一郎（大阪大学）「宇宙プラズマ観測用

質量分析装置の開発：太陽系探査への展開」  

* 松本仁（慶應大学）「重力崩壊型超新星爆発に

おけるヘリシティの役割」  
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常時 50名を超える参加者が一同に集まり、活発

な質疑応答が 3 日間続けられました。また、休憩

時間中には分野を跨いだ研究者同士の議論もあち

らこちらで見られ、会場はまさに 3 学会合同セッ

ションが目指す光景となりました。セッション終

了後に 3 学会世話人で相談し、次回は天文学会で

の開催となります。開催時はぜひ、SGEPSS 会員の

皆さまも天文学会にご参加くださいますよう、よ

ろしくお願いします。 

最後に、3学会合同セッションの趣旨から、今回

の開催にあたって世話人は現地開催にこだわって

きました。SGEPSS 秋学会全体としてはハイブリッ

ド開催としているなか、本セッションは現地開催

のみと、イレギュラーな開催形態を取らせて頂き

ました。そのために色々とご配慮いただいた、秋

学会担当運営委員、現地開催委員の皆さまに厚く

感謝申し上げます。  

 

3 学会合同セッション SGEPSS世話人：松本洋介

（千葉大学）、松清修一（九州大学）、銭谷誠司

（神戸大学）、中村匡（福井県立大学） 

秋学会プレスリリース報告 
臼井洋一、北元、行松彰 

佐藤光輝、浅村和史 

秋学会各セッションのコンビーナから推薦論文

を募り、プログラム委員およびアウトリーチ部会、

運営委員会での検討を経たのちに、会長により以

下の 3件の論文がプレスリリース対象として選定

されました。（1）奥能登群発地震震源域の 3 次

元比抵抗構造（吉村令慧会員ほか）、（2）Effects 

of the 2022 Tonga volcanic eruption on the D-

region ionosphere based on observation of 

AVON VLF/LF transmitter signals（大矢浩代会員

ほか）、（3）Paleomagnetic directional change 

observed for nonwelded pyroclastic flow 

deposits of the 46 ka Shikotsu caldera-

forming eruption（望月信竜会員ほか）。 

秋学会開催の10日前（10 月 24 日）に、文部科

学省・文部科学記者会及び科学記者会に向けたプ

レスリリースを発出し、同時にSGEPSSのHP上で資

料を公開しました。また発表著者の所属する京都

大学、金沢大学、兵庫県立大学、千葉大学、熊本大

学、茨城大大学、高知大学、北海道大学、同志社大

学からも、地元報道機関へのリリースやHPへの掲

載などの広報がなされました。発出当日に電話取

材が行われるなど、社会的にも関心を持たれる発

表内容であったことが伺われました。これまでの

ところ、テレビ朝日、石川テレビ、MRO北陸放送、

大学ジャーナル、共同通信社、科学新聞で関連す

る報道や記事掲載がされました。今回目立ったト

ラブルはありませんでしたが、会員の皆様の研究

成果を社会へ発信・還元できるよう、リリースの

タイミングなど実施方法の改善等についても引き

続き検討していきます。 

本プレスリリースの実施にあたり、セッション

コンビーナ各位、発表著者・共著者各位と各所属

機関の広報関係部署、アウトリーチ部会、秋学会

担当他運営委員会各位、秋学会LOCに尽力・協力を

いただきました。御礼申し上げます。 

秋学会アウトリーチイベント報

告 
行松彰、浅村和史、臼井洋一 

佐藤光輝 

2022 年度秋学会初日の 11 月 3 日(木・祝)に、

18回目となる一般市民向けアウトリーチイベント

（一般公開イベント）「体験型☆地球・宇宙マス

ターを目指せ!」が、アウトリーチ部会によって神

奈川県相模原市立産業会館において開催されまし

た。 

昨年度に会報 243 号でご報告しましたように、

2019年度末からの新型コロナウィルス感染症拡大

の影響で 2020 年度のアウトリーチイベントは開

催を断念しましたが、昨 2021 年度には初のオンラ

イン形式での開催を実現することができました。

本 2022 年に入っても感染症の収束は見通せず、第

6 波、第 7 波の感染拡大があり、予断を許さない

状況が続きましたが、今回は秋学会講演会・総会

とともにアウトリーチイベントも現地開催を目指

して準備を進めることとなりました。 

昨 2021 年秋に、今年度のイベント開催のための

科研費（日本学術振興会研究成果促進費（研究成

果公開発表(B)））の申請を行いました。宇宙科学

研究所が秋学会 LOC となり相模原市での開催とな

る想定であったことから、その地の利を最大限活

かし、最先端の金星探査計画の研究成果の紹介や
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発信を中心に据え、宇宙科学研究所の研究者の協

力を得た講演会や宇宙研ツアー等も盛り込んだ力

の入ったイベント計画の内容でしたが、大変残念

ながら採択には至りませんでした。このため、今

年 4 月からアウトリーチ部会で内容を改めて検討

し直し、学会予算の割当経費の中で収められる規

模で、主に小学生を対象とした体験型のイベント

を開催することとなりました。2019年度の熊本博

物館での開催以来 3 年ぶりの現地開催となること、

未だコロナウィルス感染症拡大の懸念が残り、来

場者の感染症対策の準備を十分に検討し初めて実

施する必要があること、秋学会自体が直前にオン

ライン開催に変更となる可能性も一応想定する必

要があることなど、考慮すべき点が多くありまし

た。また、アウトリーチ部会事務局（部会の中心

的存在）が昨年度若返りを果たしたこともあり、

新しい中心メンバーでの初の現地開催ということ

ともなりました。昨年初めてのオンライン開催を

手探りで模索して準備し、見事成功に導いて戴い

た企画力、行動力、そして実行力や調整力のある

皆さんの努力で、これまでの経験を十分に活かす

方向で今回も入念な準備が進められました。 

また、秋学会全体の LOC をお引受け戴いた宇宙

科学研究所の関係者の皆さんには、会場選定や予

約、事前および当日の会場や秋学会担当他とも含

めた細かい調整等、大変行き届いたご協力と心強

くも強力なご支援を戴くことができました。ここ

に深く御礼申し上げます。3 年程前から相模原市

での秋学会開催が検討されており、コロナ感染症

対策を念頭に、広い体育館での開催を当初想定し、

予約の調整をお願いしていましたが、宇宙研関係

者のご尽力で、最終的には、講演会・総会を開催

することとなった相模原市立産業会館の多目的

ホールおよび展示室を借用して実施することとな

りました。 

集客方法については、昨年度は初めてのオンラ

イン開催のため、ネットワーク越しの SNS 等を用

いて手探りで行うこととなりましたが、今回は現

地開催ということで、開催地の相模原市内の小学

校にイベントのチラシを作成して配布することを

中心とする従来の方法としました。その点も踏ま

えて、相模原市教育委員会に申請を行い、催しの

後援を戴けることとなりました。また同時に、LOC

の宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究所からの

当イベントを含む秋学会（総会・講演会・一般公

開イベント）全体に対する後援も戴けることとな

りました。イベントチラシは、以前アウトリーチ

部会メンバーの手作りだったと思いますが、今回

は東北大学の部会メンバーが東北大学広報の方の

デザインの協力を取付けて戴き、大変立派なチラ

シを完成戴けました（学会アウトリーチ部会の

ホームページでご覧になれます）。また、（教育委

員会の承認を戴いた上で行う）相模原市内の小学

校へのイベントチラシの配布については、宇宙科

学研究所の関係者のご尽力により、近隣の相模原

市立博物館様の多大なるご協力を戴くことができ

ました。具体的には、博物館内のチラシ配送作業

場所のご提供、博物館の里見様はじめとする職員

の方のご協力による大量のチラシの数十枚毎の区

割と配送先小学校毎の梱包、更には、市立小学校

全 70 校および市立義務教育学校 1 校の計 71 校へ

の合計 3 万枚以上のチラシ配送の手配や博物館で

の配布など、最も人手や労力のかかる作業のひと

つで大きなご支援・ご協力を戴き、特に佐々木館

長様には、教育委員会や学校長会とのご連絡の労

まで戴いた上、イベント当日にはご来場まで戴き、

盛り上げて戴けましたこと、温かくも大変力強い

ご支援を戴くことばかりで恐縮至極でありました。

この場を借りて、取り持って戴き、博物館と良い

関係を気づいてこられた宇宙科学研究所関係者の

皆様とともに、深く感謝申し上げます。 

コロナ感染症対策もどうあるべきか悩ましい点

でしたが、政府や県、相模原市や会場の産業会館

のコロナ対策指針、および、秋学会全体のコロナ

対策を確認し、従来のような来場制限無や当日の

入場制限実施では混乱や感染拡大が生じる可能性

も懸念されることから避けるべきとの判断をし、

指針の制約に沿った人数制限を行う意図で、実験

参加だけでなく、すべての来場を完全予約制とし、

また、特定の時間帯に混み合わないように、入場

時間枠も設けて各時間での入場者枠も決めた上で

参加受付を行うこととしました。また、昨年のオ

ンライン開催で行ったライブ中継配信等も織り交

ぜた、アフターコロナの開催形態も意識したハイ

ブリッド開催も検討しましたが、コロナ感染拡大

後初の現地開催で、感染防止策も含め確実な現地

開催に集中して取り組むべきとの判断から、ネッ

ト中継配信は行わず、現地開催のみの形式とする

こととしました（ただし、例年同様、当日会場の

様子の Twitter での発信は会員有志で行って戴け

ました）。昨年度同様に、Peatixというネットワー

ク上のイベント予約サイトに部会メンバーで用意
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されたイベント頁で予約を受け付けました。多く

のチラシを配布戴いたものの、コロナ感染が十分

には収まっていない状況の中、参加申込がどれ程

になるか大変不安でしたが、9月 30 日夜 8時の予

約受付開始と共に、申込のアクセスが殺到し、受

付開始 3 分後には、すべての実験の参加券が満席

となり、受付開始 15 分程後迄には午前中の入場枠

も満席、更には受付開始の 1 時間半も経過しない

うちに、すべての入場券が完売となり、我々一同

大変驚き、嬉しい悲鳴となりました。追加チケッ

ト発券の可能性も考えましたが、コロナ対策の観

点から追加は行わず、後は開催当日までキャンセ

ルが出た場合のみ随時受付再開としました。相模

原市が宇宙研のお膝元であることから、児童生徒

の宇宙や科学への興味が旺盛で熱心な方が多いと

いうことなのか、あるいは、コロナ禍で実地開催

のイベントがまだまだ少ない状況のため関心を

もって戴けた結果なのか、各学校で先生方が勧め

て戴けたのかなど、理由まではわかりかねました

が、大変ありがたいことと受留められ、準備にも

熱が入りました。 

開催内容は、従前の現地開催の方式に倣い、生

徒児童に実験に取り組んで体験から学んで戴く

「はかせと実験！」のコーナーと、趣向を凝らし

た体験型展示を用意して解説や対話を通して学ん

で戴く「おしえて☆はかせ」のコーナーを用意し

ました。 

「はかせと実験！」コーナーでは、「ピンポン玉

で小さな惑星儀を作ろう！」、「手作りラジオで

電波星を探そう」、「生まれた日の地球儀を折り

紙で作ろう」の三つの実験工作を実施しました。

最後の地球儀を折り紙で作るコーナーだけは、当

日入場券を持って入場された方が会場で申し込め

る仕組とし、他の 2 つの実験が売切れで申し込め

なかった来場者の多くが列を作って申し込まれ、

生まれた日の地球大気の画像が用意され、喜ばれ

ました。また、ラジオ作りの実験に事前申込が出

来なかった親子連れの来場者の方が、実験の様子

を熱心にご覧になられ、最後には当日キャンセル

が出たために、実験にも参加戴くことができ、お

子さんが目を輝かせて参加されていたのも印象的

でした。 

「おしえて☆はかせ」のコーナーは、若手を中

心とする部会員が、最先端で活躍する「はかせ」

と称して、観測や研究の現場や最新の研究の成果、

社会との関わりなどをわかりやすく伝える企画で、

太陽系のさまざまな惑星や本物そっくりの衛星模

型等も用意して最新探査ミッションを紹介する

「惑星探査はかせ」や「火星はかせ」、宇宙天気や

私達の生活との関連を解説する「宇宙天気はかせ」、

オーロラ観測カメラの紹介やオーロラ発生装置を

用いた実演をする「オーロラはかせ」、地磁気の

観測機器を使って事件や事故の捜査を行う「地磁

気はかせ」、地球磁場の測定や深海調査研究船の

紹介をおこなう「海はかせ」、大きなデジタル地

球儀に表示された様々な興味深い地球規模のデー

タを展示・解説する「デジタル地球儀（ダジック・

アース）はかせ」の 6 種類の「はかせ」がそれぞ

れ趣向を凝らした話題を準備し、展示・解説や質

問コーナーを実施しました。 

小さなお子さんに人気のスタンプラリーも行い、

今年度アウトリーチ担当で制作したクリアファイ

ルや下敷きなどのノベルティ（グッズ）の贈呈も

行いました。ノベルティは少々難解な解説入りな

がら、迫力ある研究領域を示すグラフィックスが

複数用意されたためか、参加の子供達から「かわ

いい」などの予想していなかった感想も聞かれ、

また展示コーナーでも絵葉書などの記念品やグッ

ズの配布がなされところもあり、喜ばれた様子で

した。 

結果的に当日キャンセルが多少あったようです

が、それでも 271 名もの方にご来場戴けました。

また、開催の当学会側ではアウトリーチ部会員だ

けでなく、山本会長をはじめ、少なからぬ学会員

の皆さんも来場して、盛り上げて戴けました。申

込段階で来場者の入場時間を分けていたため、会

場は混み合い過ぎることもなく、程よく常に入場

者や参加者がいらして、最初から最後まで穏やか

で活気ある雰囲気に満ちていたと思います。入場

時にスマートフォンなどを用いてオンラインで回

答戴ける QR コードを添えてアンケートへの回答

のお願いをし、40件程の回答を戴けました。参加

者は小学校低学年と 30代、40代の親世代との 2-

3 人での親子連れが圧倒的に多く、4～5 人程での

参加の方もありました。学年別では、多い方から

小 2、小 1、未就学児、小 3、小 6 と続き、小 4 と

小 5が小 6よりわずかに少ない結果となりました。

前回は Twitter でイベントを知った方が半数以上

でしたが、今回はやはり学校配布のチラシで知っ

た方が 9 割近く、その他にも、相模原市立博物館

や産業会館、宇宙研などで配布のチラシ、また、

Facebookで知られた方も併せて1割強おられまし
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た。また、個々の出し物や全体についての感想を

伺ったところ、全体については 85%の方が「よかっ

た」、15%の方が「まあまあよかった」との回答で、

「あまりよくなかった」や「よくなかった」と思

われた方は（単に回答されていない方もおられる

のかもですが）アンケートではおられませんでし

た。出し物別の感想も多少のばらつきはあっても

概ね同様の結果で、一部小学生には難しく「すこ

しわかりづらかった」の回答が出たものもありま

した。自由記述の感想も多く寄せられ、「難しそ

うな内容を小学生にもわかりやすく理解できるよ

う各ブースで工夫がされていて親子で想像以上に

楽しめ、家族で参加できてよかった」、「子供は実

験やクイズなどに参加して体験ができて、普段こ

どもに尋ねられてわからないことを質問もでき、

こどもも研究者から直接丁寧に説明が聴けたり答

えてもらえたりしてとても楽しかったと目を輝か

せていた」、「無料イベントとは思えない充実し

た内容だった（景品も豪華だった）」、「来年も是

非開催して欲しい」、「最近コロナでこのような

イベントが減っていたので現地開催がとても嬉し

く、人数制限や入場時間を分けるなどの対応で安

心して楽しめよい雰囲気で良かった」、「子供が

博士や研究者（別の方は宇宙飛行士）になりたい

と言っている」、「相模原市立博物館等で毎月テー

マ(博士)を変えて、イベント(サイエンスショーや

工作、体験教室のようなもの)として開催してほし

い」、などといった嬉しい内容のご回答が目立ち

ました。一方、「小学校 1 年生には少し難しかっ

たようだ」、「実験参加があっという間に埋まっ

てしまい、参加できず残念だったのでもっと数を

増やせないか」、といった改善提案やご意見もあ

りがたく頂戴しました。実験コーナーに参加でき

る枠が少なめにならざるを得ませんでしたが、お

一人で複数の実験を申し込まれた方もおられたよ

うで、申込サイトの工夫も必要だとも感じられま

した。今後のイベント開催をよりよいものとでき

るように、ご意見を活かして検討を重ねていきた

いと思います。 

昨年同様、部会事務局 3 名（田所裕康さん、佐

藤由佳さん、神山徹さん）が素晴らしい行動力と

魅力的な人柄でイベント全体の取り纏めをして皆

さんを引っ張って突き進めて戴きましたこと、感

謝申し上げます。イベントのそれぞれの出し物を

協力して準備戴き、当日も参加者に丁寧かつ真摯

に向き合って楽しく盛り上げて戴いた各大学研究

室や研究機関の皆様も大変ありがとうございまし

た。そして、今回は更に、部会の事務局以外の少

なからぬ部会員の方に、会場レイアウトや、感染

症対策対応、アルバイトの取り纏め、チラシ作成、

搬入・搬出や輸送の取り纏めや会場設営の手伝い

等々を分担する形でお任せして、分業体制の形と

したことも、とてもよいアイデアで、非常に周到

に効率よく準備や当日の作業が進められ、宇宙研

LOCの担当の皆さん（特に宇宙研の山﨑敦さん、な

らびに、秋学会実施責任者の齋藤義文さん）や運

営委員会秋学会担当の方（特に阿部修司さん）他

とともに、より組織的に動いて戴けたと感じられ

たことは、次の世代を担って戴ける方々が育ちつ

つあるという実感ももつことができたことと共に、

大変素晴らしくありがたかったと思います。 

今回のイベント開催は、このような経過となり

ましたが、今年度も科研費が採択されなかったこ

とから、多くの会員の皆様から手弁当での積極的

な参画やお手伝いを賜り、必要最低限の予算の中

で、またコロナ禍が続くなかで、3年ぶりの現地イ

ベントを無事成功裡に実現することができました。

来場者の中でコロナ禍の中イベントが少なく、楽

しみにして参加戴いた方がいらしたことは大変嬉

しいことでしたが、私共スタッフも、昨年度は創

意工夫を凝らし、初めてのオンラインイベントを

開催できましたが、やはり、対面で直接子供たち

と触れ合うことの喜びを待ち侘びていた方も少な

くなく、実際に久しぶりの対面開催となって、そ

の喜びをかみしめ実感することができた様子でし

た。また、我々スタッフ同士もこのコロナ禍の状

況下で、相互に直接会える機会が少なく、今春の

連合大会で漸く一部の方とは約 3 年ぶりの再会と

なりましたが、まだオンライン参加の方も多く、

部会会合もオンラインでの開催でした。今回の秋

学会では現地に足を運んだ会員が多く、初日開催

となった本イベントの会場でアウトリーチ部会員

同士の多くの皆さんとも久しぶりに再会して旧交

を温められ、互いに刺激し合えたこと、対面で接

することの喜びと有難さや重要性も再確認し感じ

られたことも含め、大変貴重な機会となったかと

思います。イベントを支えてくださり、かつ次世

代の科学を担う人材育成に貢献いただいてきた、

各担当スタッフをここでご紹介させていただきま

す。(順不同、敬称略)  
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・事務局、広報、保険、予算管理、会合・ML 他全

体取り纏め：佐藤由佳(日本工業大)、田所裕康

（千葉経済大）、神山徹 (産業技術総合研) 

・LOC連携：山﨑敦・浅村和史（宇宙研） 

・会場レイアウト・備品管理・会場設営手順・スケ

ジュール・案内板など：藤本晶子（九州工大） 

・感染症対策：村田功（東北大） 

・チラシデザインと作成：中川広務（東北大） 

・チラシ印刷・梱包・発送：山﨑敦・滑川拓（宇宙

研）、佐藤由佳（日本工業大）、田所裕康（千葉

経済大）、神山徹（産総研）、吹澤瑞貴・行松彰

（極地研） 

・Web広報：畠山唯達(岡山理科大)、吹澤瑞貴（極

地研）、佐藤由佳（日本工業大） 

・搬入・搬出・輸送：堺正太朗（東北大） 

・アルバイト取り纏め・感謝状：加藤千恵（九州

大） 

・工作担当：三澤浩昭、神田恵太朗、安福友梨、安

田陸人（東北大）、斉藤昭則、加藤正久、八島和

輝、山科佐紀、米田匡宏、安藤慧、 原田裕己（京

都大理）、尾花由紀、林萌英、高山久美、森澤将

（九州大） 

・はかせ担当：村上豪、三谷烈史、滑川拓、山﨑

敦、浅村和史（宇宙研）、村田功、中川広務、堺

正太朗、吉田奈央、風間暁（東北大）、江尻省、

吹澤瑞貴、村瀬清華（極地研・総研大）、高橋直

子、中溝葵、 西塚直人、西岡未知、坂口歌織、

津川卓也（情報通信研究機構）、川村紀子（海保

大）、畠山唯達、北原優（岡山理大）、加藤千恵

（九州大）、市原寛、惣宇利卓弥（名古屋大）、

多田訓子、 金松敏也、木戸ゆかり（海洋研究開

発機構）、臼井洋一（金沢大）、山本真行（高知

工科大） 

・記録・撮影：戸田雅之（日本流星研究会） 

・遊軍・SNS 発信・その他：坂野井和代（駒澤大）、

佐藤光輝（北海道大） 

 

準備段階から関わって戴いたすべてのスタッフ

の皆様の積極的なご参加と熱意、また試行錯誤し

ながらの周到な準備、そして、当日も参加戴きお

おいに盛り上げて戴いた会長はじめとする会員の

皆さん、そして LOC の重責を担われた宇宙研関係

者の皆様のご理解とご協力・ご支援のお陰で、イ

ベントの盛会と成功に結び付いたと感謝しており

ます。改めまして皆さんのご協力に深く感謝致し

ます。 

 
「はかせと実験！」コーナーの様子 

 
スタッフの皆さん（イベント後の集合写真） 

 

SGEPSSが学会としてこのような社会一般の方々

と交流するイベントを開くことの重要性は大きく、

研究を支えてくださっている方々への説明責任を

果たし、我々の研究内容や成果を社会に還元する

行為の一環としてのみならず、将来の日本を支え

る人材である小・中・高校生の印象に残る理科・

科学体験を通して、将来的に研究者を目指す若者

を増やすことにも繋がる筈です。毎年、ご支援ご

協力いただいている各機関・会員のみなさまにも

改めて御礼申し上げます。また、このイベントは、

多くの学生さんやポスドクなど特に若手の方々の

発想や行動力など多大なご協力なしでは成り立ち

ません。各機関の上司・指導教官のみなさまにお

かれましては、このようなアウトリーチ活動への

ご理解とご協力に改めて感謝申し上げますと同時

に、今後のお力添えを引き続き宜しくお願い申し

上げる次第です。 
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第 30 回衛星設計コンテスト最終

審査会報告 
山本衛、行松彰（実行委員） 

田所裕康（企画委員） 
今井一雅（審査委員） 

衛星設計コンテストは、今年で記念すべき30回

を迎えました。その最終審査会が、11月12日(土)

に行われました。今年度は、ハイブリット開催（会

場参加もしくはオンライン参加を選択）となり、

会場を東京・日本橋のX-NIHONBASHI TOWERに置き、

そこに審査委員ら本コンテスト関係者が参集し、

発表者は会場またはオンラインで結んで審査が行

われました。本企画は、高校生から大学院生を対

象として、宇宙に係わる基礎・応用研究を積極化

する機会を提供し、併せて我が国の宇宙開発の裾

野の拡大に寄与しようとするものです。当学会の

他に、日本機械学会、日本航空宇宙学会、電子情

報通信学会、日本天文学会、宇宙航空研究開発機

構、宇宙科学振興会、日本宇宙フォーラム、日本

ロケット協会の9機関の主催で実施されました。今

回はコロナ禍にもかかわらず、62件もの応募があ

りました。審査委員会による事前の厳正な一次審

査を通過した、設計の部3テーマ、アイデアの部4

テーマ、ジュニアの部7テーマについて、最終審査

会にて発表と質疑応答が行われ、その模様が

YouTubeで生中継されました。発表と質疑応答の後

には、「日本の大学衛星の歩みと成果～衛星設計

コンテストからビジネス展開へ～」という題で、

東京大学大学院工学系研究科の中須賀真一教授に

よる特別講演がありました。最終的な審議の結果、

文部科学大臣賞をはじめ各部門の大賞が以下のよ

うに決定されました。 

 

文部科学大臣賞：早稲田大学大学院、青山学院大

学大学院、総合研究大学院大学、東京大学大学

院、横浜国立大学大学院、京都大学大学院「水資

源探査のための月周回衛星“Izumi”」 

設計大賞：同上 

アイデア大賞：東北大学大学院、弘前大学、大分

大学、慶応義塾大学「火星縦孔探査プロジェク

ト「HOTARU」」 

ジュニア大賞：広島県立西条農業高等学校「農業

女子が広島県の特産物残渣で昆虫宇宙食」 

 

山本衛学会長による地球電磁気・地球惑星圏学

会賞授与の様子 

 

また、本学会に関連する優秀作品に授与される

地球電磁気・地球惑星圏学会賞は、日本大学「稠

密衛星観測による早期津波予測システム」(設計の

部)に決定されました。この作品は、6Uサイズの

CubeSatにより、低軌道上(600〜700km)で船舶自動

識別システムAISやGNSS反射波による海面状態の

監視及びGPS、GNSS掩蔽観測、インピーダンスプ

ローブを用いて津波電離圏ホールによる電離圏の

電子密度減少を観測し、津波初期高の算出により、

複合的に津波予測を行う衛星システムの提案です。

これらの機器を搭載した衛星を複数機打ち上げ、

コンステレーションさせることで、従来では不可

能だった全球の早期津波予測を行うことを目指し

ており、今後の展開が大変期待され、本学会とし

て高く評価しました。詳細につきましては、第30

回衛星設計コンテスト最終審査会のホームページ

（http://www.satcon.jp/review/）をご参照下さ

い。 

コンテストの発展を通じて衛星開発を目指す若

手育成を行うためにも、今後も多くの優秀な作品

の応募を期待いたします。 
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学会賞・国際交流事業関係年間スケジュール 

積極的な応募・推薦をお願いします。詳細は学会ホームページを参照願います。 

賞・事業名 応募・推薦/問い合わせ先  締め切り 

長谷川・永田賞 

田中舘賞 

大林奨励賞 

学会特別表彰 

SGEPSSフロンティア賞 

SGEPSS 論文賞 

学生発表賞（オーロラメダル） 

国際学術交流若手派遣 

国際学術交流外国人招聘 

国際学術研究集会 

会長 2 月末日 
会長 8 月末日 
大林奨励賞候補者推薦委員長 1 月末日 
会長 2 月末日 
SGEPSS フロンティア賞候補者推薦委員長 12 月末日 
SGEPSS 論文賞選考委員長 2 月 14 日 
推薦なし／問い合わせは運営委員会 
運営委員会                       1 月、5 月、7 月、10 月頃 
運営委員会 若手派遣と同じ 
運営委員会                                                                       年度末頃 

SGEPSS Calendar 
23-02-20〜23 

23-03-28〜31 

 

23-04-23〜28 

23-05-21〜26 

 

23-05-28～06-02 

 

23-05-29〜06-02 

 

23-07-11〜20 

23-07-30〜08-04 

23-08-19〜26 

23-09-23～27 

23-12-11～15 

惑星圏シンポジウム 2023（仙台） 

Symposium on the Future of Heliospheric Science: From Geotail and Beyond

（東京） 

EGU General Assembly 2023 (Hybrid in Vienna, Austria and online) 

日本地球惑星科学連合（JPGU）2023 年大会（千葉、オンラインのハイブリッ

ド） 

AGU Chapman Conference on Advances in Understanding Alfvén Waves in the 

Sun and the Heliosphere (Berlin, Germany) 

SCOSTEP-UN-ISWI Workshop on the Predictability of the Variable Solar-

Terrestrial Coupling (PRESTO) (Trieste, Italy) 

The 28th IUGG General Assembly (Berlin, Germany) 

Asia Oceania Geosciences Society Annual Meeting (AOGS 2023)（Singapore） 

XXXVth URSI General Assembly and Scientific Symposium（札幌） 

SGEPSS 2023 秋学会（仙台） 

AGU Fall Meeting 2023 (San Francisco, USA) 
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䠄༢఩䠖෇䠅

཰ධ䛾㒊

2021ᖺண⟬᱌ 2022.03.31
ᕪ␗

䠄Ỵ⟬-ண⟬䠅
ഛ䚷䚷䚷䚷⪃

఍㈝཰ධ 6,263,600 6,740,000 476,400

002,948,4㈝఍ဨ఍ṇ 5,196,000 346,800 12,㻜㻜㻜෇㽢㻟㻤㻢ྡ䚷+䚷᫖ᖺᗘ௨๓ศ㻠㻣௳

000,234㈝఍ဨ఍⏕Ꮫ 489,000 57,000 3,000෇㽢㻝㻢㻟ྡ䚷+䚷᫖ᖺᗘ௨๓ศ㻜௳

002,901㈝఍ဨ఍እᾏ 156,000 46,800 㻢㻘㻜㻜㻜෇㽢㻝㻥ྡ䚷㻗䚷᫖ᖺᗘ௨๓ศ㻣௳

䝅䝙䜰఍ဨ఍㈝ 223,200 249,000 25,800 㻟㻘㻜㻜㻜෇㽢㻤㻝ྡ䚷㻗䚷᫖ᖺᗘ௨๓ศ㻞௳

000,056㈝఍ဨ఍ຓ㈶ 650,000 0 50,000෇㽢13ཱྀ㻔11♫㻕䚷+䚷᫖ᖺᗘ௨๓ศ0ཱྀ

኱఍㛤ദ㛵㐃㈝ 1,060,000 519,000 -541,000 ➨㻝㻡㻜ᅇ⥲఍䞉ㅮ₇఍ཧຍ㈝

001ධ཰Ꮚ฼ 82 -18

000,5ධ཰㞧 0 -5,000

7,328,700 7,259,082 -69,618

11,110,723 11,110,723 0 㻞㻜㻞㻜ᖺᗘỴ⟬㢠

18,439,423 18,369,805 -69,618

ᨭฟ䛾㒊

2021ᖺண⟬᱌ 2022.03.31
ᕪ␗

䠄Ỵ⟬-ண⟬䠅
ഛ䚷䚷䚷䚷⪃

⟶⌮㈝ 2,821,000 2,199,496 -621,504

000,001,2㈝クጤົᴗ 1,916,504 -183,496
஦ົጤク㈝㻝,916,㻡㻜㻠෇㻔ෆ㻹㻹㻮䡸䡹䡿䢍฼⏝ᩱ㻝,065,㻥㻜㻜෇䚸䡷䡬䢆䢚䡬㛵㐃฼⏝㻣,124෇䜢ྵ䜐䠅

఍㈝᣺㎸ᡭᩘᩱ 180,000 198,550 18,550

000,06㈝ಙ㏻ 26,148 -33,852 ఍㈝ㄳồ᭩Ⓨ㏦௦䚸஦ົ㏻ಙ㈝㻌➼

000,6㈝ๅ༳ 0 -6,000

000,004㈝䚷㻌᪑ 0 -400,000

000,57㈝䚷㻌㞧 58,294 -16,706 ᣺㎸ᡭᩘᩱ䡡㼃㻱㻮ᡭᩘᩱ䞉ṧ㧗ド᫂ᡭᩘᩱ➼

000,012,5㈝ᴗ஦ 3,277,486 -1,932,514

000,005,1㔠ᢸศㄅ఍ 1,500,000 0 㻱㻼㻿㐠Ⴀጤဨ఍䜈ᨭฟ

000,052,1㈝ദ㛤఍኱ 191,739 -1,058,261 ➨㻝㻡㻜ᅇ⛅Ꮫ఍䠄┦ᶍཎ఍ሙ䜻䝱䞁䝉䝹㈝⏝㻌㻢㻝㻘㻜㻠㻠෇䜢ྵ䜐䠅

⛅Ꮫ఍ᢞ✏䝅䝇䝔䝮 1,150,000 1,267,141 117,141
⛅Ꮫ఍ㄽᩥᢞ✏䝅䝇䝔䝮䠄CD-RO㻹సᡂ䛺䛧䚸䝥䝻䜾䝷䝮༳ๅ䛺䛧䠅䚸ཧຍⓏ㘓䝅
䝇䝔䝮䚸Ỵ῭ᡭᩘᩱ

ᗈሗᩍ⫱άື㈝ 200,000 71,714 -128,286 ᆅᏛ䜸䝸䞁䝢䝑䜽༠㈶㔠䚸➨29ᅇ⾨ᫍタィ䝁䞁䝔䝇䝖㈹≧䞉䝖䝻䝣䜱䞊సᡂ

䜰䜴䝖䝸䞊䝏άື㈝ 500,000 186,224 -313,776 䜰䜴䝖䝸䞊䝏䜲䝧䞁䝖㈝⏝➼

㈹䞉⾲ᙲ㛵㐃⤒㈝ 80,000 35,668 -44,332 䜸䞊䝻䝷䝯䝎䝹䞉㈹≧సᡂ䚸㻿㻳㻱㻼㻿㻿ㄽᩥ㈹㈹≧సᡂ䚸ឤㅰ≧సᡂ⏝㈹≧⏝⣬

⏨ዪඹྠཧ⏬⤒㈝ 70,000 15,000 -55,000 ⏨ዪඹྠཧ⏬➨19ᮇศᢸ㔠䚸⫈ㅮཧຍ㈝䚸䝫䝇䝍䞊ᒎ♧ཧຍ㈝

000,04㈝Ⴀタᡤඣク 0 -40,000

000,053㈝㐃㛵䠱䠣䠬䠦 10,000 -340,000 㻶㼜㻳Uᅋయ఍ဨ఍㈝

Ꮫ఍఍ᮇ୰䛾㞟఍ᨭ᥼⤒㈝ 70,000 0 -70,000

ᅜ㝿Ꮫ⾡◊✲㞟఍⿵ຓ⤒㈝ 300,000 0 -300,000

Ꮫ఍㼃eb䝁䞁䝔䞁䝒ไస㈝ 0 0 0 䜾䝷䝣䜱䝑䜽䝇䞉web䝨䞊䝆〇స

200,000 200,000 0 ≉ู఍ィ䠄኱ᯘዡບ㈹䠅䜈䛾⧞ฟ

000,03㈝ഛண 0 -30,000

8,561,000 5,676,982 -2,884,018

9,878,423 12,692,823 2,814,400

18,439,423 18,369,805 -69,618

⛉䚷䚷䚷㻌┠

ᑠ䚷䚷䚷䚷㻌ィ

ᆅ⌫㟁☢Ẽ䡡ᆅ⌫ᝨᫍᅪᏛ఍

2021ᖺᗘ䚷఍ィỴ⟬᭩
䠄2021ᖺ4᭶1᪥䡚2022ᖺ3᭶31᪥䠅

ḟᮇ⧞㉺㔠

≉ู఍ィ⧞ฟ㔠

ྜ䚷䚷䚷䚷㻌ィ

⛉䚷䚷䚷㻌┠

ᑠ䚷䚷䚷䚷㻌ィ

๓ᮇ⧞㉺㔠

ྜ䚷䚷䚷䚷㻌ィ
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䠄༢఩䠖෇䠅

཰ධ䛾㒊

2023ᖺண⟬᱌ 2022ᖺண⟬᱌ 2021ᖺỴ⟬㢠 ഛ䚷 䚷⪃

఍㈝཰ධ 6,314,900 6,201,200 6,740,000 ఍ဨᩘ䛿㻞㻜㻞㻞ᖺ㻝㻜᭶⌧ᅾ

ṇ఍ဨ఍㈝ 4,806,000 4,762,800 5,196,000 㻝㻞㻘㻜㻜㻜෇㽢㻠㻠㻡ྡ㽢㻥㻜㻑

Ꮫ⏕఍ဨ఍㈝ 489,000 405,000 489,000 㻟㻘㻜㻜㻜෇㽢㻝㻢㻟ྡ㻔๓ᅇᏛ఍ཧຍ⪅ᩘ㻕㽢㻝㻜㻜㻑

ᾏእ఍ဨ఍㈝ 124,200 129,600 156,000 㻢㻘㻜㻜㻜෇㽢㻞㻟ྡ㽢㻥㻜㻑

䝅䝙䜰఍ဨ఍㈝ 245,700 253,800 249,000 㻟㻘㻜㻜㻜෇㽢㻥㻝ྡ㽢㻥㻜㻑

㈶ຓ఍ဨ఍㈝ 650,000 650,000 650,000 㻡㻜㻘㻜㻜㻜෇㽢㻌㻝㻝♫㻔㻝㻟ཱྀ㻕㽢㻝㻜㻜㻑

኱఍㛤ദ㛵㐃㈝ 1,060,000 1,060,000 519,000 ➨㻝㻡㻠ᅇ⥲఍䞉ㅮ₇఍ཧຍ㈝䚸䝤䞊䝇௦

฼Ꮚ཰ධ 100 100 82

㞧཰ධ 0 0 0

7,375,000 7,261,300 7,259,082

10,413,123 12,692,823 11,110,723 㻞㻜㻞㻟ᖺᗘண⟬᱌䛻䛿㻞㻜㻞㻞ᖺᗘ䛾⧞㉺ண⟬㢠䜢䚸㻞㻜㻞㻞ᖺᗘண⟬䛻䛿㻞㻜㻞㻝ᖺᗘ䛾⧞㉺Ỵ⟬㢠䜢⟬ධ

17,788,123 19,954,123 18,369,805

ᨭฟ䛾㒊

2023ᖺண⟬᱌ 2022ᖺண⟬᱌ 2021ᖺỴ⟬㢠 ഛ䚷 䚷⪃

⟶⌮㈝ 2,591,000 2,891,000 2,199,496

ᴗົጤク㈝ 2,150,000 2,450,000 1,916,504 㻹㻹㻮฼⏝ᩱ㻝㻜㻣୓෇䚸ྡ⡙⟶⌮䚸㻴㻼䝃䞊䝡䝇䜢ྵ䜐䚹

఍㈝᣺㎸ᡭᩘᩱ 200,000 200,000 198,550

㏻ಙ㈝ 60,000 60,000 26,148 ఍㈝ㄳồ᭩Ⓨ㏦௦䚸஦ົ㏻ಙ㈝➼

༳ๅ㈝ 6,000 6,000 0 ⥲఍㈨ᩱ䝁䝢䞊௦㻌➼

᪑㻌䚷㈝ 100,000 100,000 0 ྛ㈹ᑂᰝጤဨ఍➼㻌᪑㈝䚹㐠Ⴀጤဨ఍䛿䜸䞁䝷䜲䞁㛤ദ䛸䛩䜛䚹

㞧㻌䚷㈝ 75,000 75,000 58,294 ᣺㎸ᡭᩘᩱ䚸㼃㻱㻮ᡭᩘᩱ➼䚸እᅜⅭ᭰ᡭᩘᩱ➼

஦ᴗ㈝ 5,420,000 5,470,000 3,277,486

఍ㄅศᢸ㔠 1,500,000 1,500,000 1,500,000 㻱䠬䠯㐠Ⴀศᢸ㔠㻔㻱㻼㻿㐠Ⴀጤဨ఍䜈㻕

኱఍㛤ദ㈝ 1,250,000 1,250,000 191,739 ➨㻝㻡㻠ᅇ⥲఍䞉ㅮ₇఍

⛅Ꮫ఍ᢞ✏䝅䝇䝔䝮 1,300,000 1,250,000 1,267,141 ᢞ✏䝅䝇䝔䝮䚸ཧຍⓏ㘓䝅䝇䝔䝮฼⏝ᩱ䞉ᡭᩘᩱ

ᗈሗᩍ⫱άື㈝ 200,000 200,000 71,714 ᆅᏛ䜸䝸䞁䝢䝑䜽༠㈶䚸⾨ᫍタィ䝁䞁䝔䝇䝖㻌➼㻌ㅖάື㈝

䜰䜴䝖䝸䞊䝏άື㈝ 500,000 600,000 186,224 䜰䜴䝖䝸䞊䝏䜲䝧䞁䝖㈝⏝➼

㈹䞉⾲ᙲ㛵㐃⤒㈝ 0 0 35,668 ㈹㛵ಀ䛿≉ู఍ィ䛻⛣⾜䛩䜛䚹

⏨ዪඹྠཧ⏬⤒㈝ 170,000 170,000 15,000 ศᢸ㔠䚸ㅖάື㈝䚸ዪᏊ୰㧗⏕ኟ䛾Ꮫᰯ䛻㛵䛩䜛㈝⏝

クඣᡤタႠ㈝ 80,000 80,000 0 ⛅Ꮫ఍䛷䛾クඣᡤ

㻶㻼㻳㼁㛵㐃㈝ 350,000 350,000 10,000 ᅋయ఍ဨ఍㈝䚸ศ⛉఍㛤ദ䛾䛯䜑䛾㐃ྜ኱఍఍ሙ೉ᩱ㻌➼

Ꮫ఍఍ᮇ୰䛾㞟఍ᨭ᥼⤒㈝ 70,000 70,000 0 㐃ྜ኱఍᫬䛻䛚䛡䜛㞟఍䛾఍ሙ䛾೉ᩱ

ᅜ㝿Ꮫ⾡◊✲㞟఍⿵ຓ⤒㈝ 300,000 300,000 0 ◊✲㞟఍㻟㻜୓෇

Ꮫ఍㼃㼑㼎䝁䞁䝔䞁䝒ไస㈝ 0 850,000 0 㻞㻜㻞㻟ᖺᗘ䛿୙せ

≉ู఍ィ⧞ฟ㔠 0 0 200,000 Ꮫ఍㈹≉ู఍ィ䜈䛾⧞䜚ฟ䛧

ணഛ㈝ 30,000 30,000 0

8,341,000 9,541,000 5,676,982

9,447,123 10,413,123 12,692,823

17,788,123 19,954,123 18,369,805

๓ᮇ⧞㉺㔠

ᆅ⌫㟁☢Ẽ䡡ᆅ⌫ᝨᫍᅪᏛ఍
2023ᖺᗘ䚷ᮏ఍ィண⟬

䠄2023ᖺ4᭶1᪥䡚2024ᖺ3᭶31᪥䠅

⛉䚷 㻌┠

ᑠ ィ

ྜ ィ

⛉䚷 㻌┠

ᑠ ィ

ḟᮇ⧞㉺㔠

ྜ ィ
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次ページへ 

賛助会員リスト 

下記の企業は、本学会の賛助会員として、 

地球電磁気学および地球惑星圏科学の発展に貢献されています。 

（有）テラテクニカ（2口） 

〒 208-0022 

東京都武蔵村山市榎3丁目25番地1 

tel. 042-516-9762 

fax. 042-516-9763 

URL http://www.tierra.co.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

三菱重工（株）（2 口） 

防衛・宇宙セグメント  

〒 485-8561 

愛知県小牧市東田中1200 

tel. 0568-79-2113 

URL http://www.mhi.co.jp 

 

クローバテック（株） 

〒 180-0006  

東京都武蔵野市中町 3-27-26  

tel. 0422-37-2477 

fax. 0422-37-2478 

URL http://www.clovertech.co.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

富士通（株） 

〒 261-8588  

千葉市美浜区中瀬 1-9-3  

富士通（株）幕張システムラボラトリ 

tel. 043-299-3246 

fax. 043-299-3011 

URL http://jp.fujitsu.com/ 

 

明星電気（株）宇宙防衛事業部 

〒 372-8585  

群馬県伊勢崎市長沼町 2223  

tel. 0270-32-1113 

fax. 0270-32-0988 

URL http://www.meisei.co.jp/ 

 

 

 

 

 

カクタス・コミュニケーションズ（株） 

〒 101-0061 

東京都千代田区三崎町2-4-1   

TUG-Iビル 4F 

tel. 03-6261-2290 

fax. 03-4496-4557 

URL https://www.editage.jp/ 

日鉄鉱コンサルタント（株） 

〒 108-0014 

東京都港区芝 4 丁目 2-3  NMF 芝ビル 3F 

tel. 03-6414-2766 

fax. 03-6414-2772 

URL http://www.nmconsults.co.jp/ 

 

 

 

 

 

 

Harris Geospatial 株式会社  

東京オフィス 

〒113-0033  

東京都文京区本郷1-20-3 中山ビル 3F 

tel. 03-6801-6147 / fax. 03-6801-6148 

大阪オフィス 

〒550-0001  

大阪市西区土佐堀1-1-23  

コウダイ肥後橋ビル 5F 

tel. 06-6441-0019 / fax. 06-6441-0020 

Email: sales_jp exelisvis.co.jp 

URL https://www.harrisgeospatial.co.jp/ 
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賛助会員リスト 

シュプリンガー・ジャパン（株） 

〒105-6005 

東京都港区虎ノ門4-3-1 

城山トラストタワー5階 

tel.  03-4533-8263（地球科学分野・直通） 

fax.  03-4533-8081 

URL http://www.springer.com/ 

 

 

 

 

 

 

 

論文翻訳ユレイタス 

 

〒101-0021 

東京都千代田区外神田 2-14-10 

第 2 電波ビル 402A 

tel. 03-3525-8001 

fax. 03-3525-8002 

URL https://www.ulatus.jp/ 

 

 

株式会社NTシステムデザイン 

〒206-0803 

東京都稲城市向陽台5-9-7-203 

tel.  042-379-9813 

fax.  042-379-9814 

Email: info nt-sys.jp 

URL http://www.nt-sys.jp/ 
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明星電気株式会社

日本䛾宇宙開発草創期䛛䜙参画䛧䚸現在䜎䛷䛻約3,000個䜒䛾観測機器䜢宇宙䛻送䜚出䛧䛶䛔䜎䛩䚹
明星電気䛿䚸独自䛾技術䚸Se㼚㼟i㼚g & C㼛mm㼡㼚ica㼠i㼛㼚 䇷 䛂計䜛技術䛃䛸䛂伝䛘䜛技術䛃 䜢䝁䜰技術䛻䚸国内外䛾宇宙開発䛻貢献䛧䛶䛔䜎䛩䚹

宇宙防衛事業部 営業部 東京都江東区豊洲三丁目1番1号 TEL䠖 03-6204-8252 MAIL䠖aerospace@meisei.co.jp https://www.meisei.co.jp/ 採用情報 随時更新中

高機೵CubeSat༽OBC 諸元න

©JAXA ©明星電気

䕪䝧䝖䝘䝮国家宇宙䝉䞁䝍䞊䠄VNSC䠅䛸䛾共同研究䛾下䚸䛂NanoDragon䠄䝘䝜䝗䝷䝂䞁䠅䛃䛸䛔䛖䚸 3U䝃䜲䝈
䛾䜻䝳䞊䝤䝃䝑䝖䛻弊社䛾民生部品䜢活用䛧䛯安価䛷高性能䛺䜸䞁䝪䞊䝗䝁䞁䝢䝳䞊䝍䠄OBC䠅䜢軌道上
実証䜢実施䚹

䕪民生品䜢活用䛧䚸䝁䝇䝖䛸信頼性䛾䝞䝷䞁䝇䛾䜘䛔䚸䝴䞊䝄䛾要求䛻柔軟䛻対応可能䛺CubeSat用
䜸䞁䝪䞊䝗䝁䞁䝢䝳䞊䝍䠄OBC䠅䜢開発

䕪䜻䝳䞊䝤䝃䝑䝖䜔超小型衛星䛻関䛩䜛国際協力事業䜢行䛖上䛷䛾䝰䝕䝹䜿䞊䝇䛸䛧䛶䛾確立䜢目指䛩

䕪革新的衛星技術実証2号機/䜲䝥䝅䝻䞁䝻䜿䝑䝖5号機䛻䛶打䛱上䛢

䕪COTS(Commercial Off-The-Shelf 民生品)䜢活用䛧䛯CubeSat用OBC䛷処理能力䛿160MIPS䜢実現

項目 性能

䝃䜲䝈
96 mm㽢90 mm㽢21 mm
(基板表面部品含䜐)

質量 110 g Typ.
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 学会からのお知らせ 

賛助会員の募集 

SGEPSSの事業は、賛助会員の皆様のサポートを受けております。賛助会員
の皆様には、以下の広告サービスを行っておりますので、入会についてご検

討ください。 

ü 学会Web トップページでのロゴマーク掲載 
ü 賛助会員様一覧ページへの情報掲載 
ü 定期刊行の会報における広告記事掲載 

Earth, Planets and Space 
Open Access for the Geosciences 

Impact Factor (2020): 2.363, 5-year IF 2020): 2.790 

特集号の受付 
EPS では、特集号の提案を随時受け付けております。研究プロジェクトの最
新の成果の発表の場としてご活⽤ください。詳しくは、以下をご参照くださ
い。 

https://earth-planets-space.springeropen.com/proposals 

SGEPSS に関係の深い最新・投稿受付中の特集号 
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地球電磁気・地球惑星圏学会（SGEPSS） 

会長 
 

山本衛 〒611-0011 京都府宇治市五ケ庄 京都大学 生存圏研究所 

       E-mail: yamamoto rish.kyoto-u.ac.jp 

 

総務 津川卓也 〒184-8795 東京都小金井市貫井北町4-2-1 情報通信研究機構 電磁波研究所 

TEL: 042-327-5239 FAX: 042-327-6163 E-mail: tsugawa nict.go.jp 

広報 大矢浩代（会報担当）〒263-8522 千葉県千葉市稲毛区弥生町1-33 

 千葉大学 大学院工学研究院 

TEL:043-290-3310 FAX:043-290-3310 E-mail: ohya faculty.chiba-u.jp 

 阿部修司（会報担当）〒819-0395 福岡県福岡市西区元岡744 

九州大学 国際宇宙天気科学・教育センター 

TEL:092-802-6240 FAX:092-802-6240 E-mail:  abeshu  icswse.kyushu-u.ac.jp 

 
 今村剛（会報担当）〒277-8561 千葉県柏市柏の葉5-1-5 

東京大学 大学院新領域創成科学研究科 

TEL: 04-7136-3928 E-mail: t_imamura edu.k.u-tokyo.ac.jp 

 

会報に関するお問い合わせは、kaiho sgepss.orgまでお願いします。 

 

運営委員会（事務局） 〒 650-0034 神戸市中央区京町83番地 三宮センチュリービル 3 階 

（株）プロアクティブ内 地球電磁気・地球惑星圏学会事務局  

TEL: 078-332-3703 FAX: 078-332-2506 E-mail: sgepss pac.ne.jp 


